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事
司

男

腸
嚢
腫
A

甚
グ
稀
有
ナ
U
F

疾
患
ナ
η
ノ
。
前
ホ
此
ν
d
N
「，
q

レ
タ
ス
L
ノ
原
因
ト
ナ
Y

コ
ト
A

夏
ニ
稀
品
シ
ア
、
余
ノ
寡
聞
ナ

U

戸
、
僅
カ
－
一
十
七

例
ノ
報
告
ヲ
見

y
a
一
週
ギ
ズ
9

本
邦
－
一
一
於
e
y
A
田
村
氏
ノ
一
報
告
ア

Y
ノ
ミ
ナ
Y
ガ
加
ジ
。

余
A

最
近
腸
閉
塞
ヲ
惹
起
ジ
タ
U
F

腸
葉
一
ノ
一
例
ヲ
経
験
ジ
タ

Y
ヲ
以
ア
悲
－
一
之
ヲ
報
告
セ
ン
ト
ス
。

自

家

鰹

韓

例

。日O
吉
u

生
後
二
ヶ
月
。
男
児
。

主
訴
。
曜
吐
及
ぜ
腹
部
膨
満
。

遺
樽
及
ピ
既
往
症
。
同
胞
中
死
産
一
人
。
患
者
A

第
三
子
。
満
期
安
産
、
母
乳
柴
養
。



現
在
症
。
約
二
週
間
以
前
晴
乳
後
約
一
時
間
二
ジ
ア
吐
乳
セ
リ
。
且
此
頃
ヨ
リ
ノ
便
秘
ジ
、
便
通
A

ニ
乃
至
四
日
ニ
一
行
、
腹
部
A

漸
次
膨

満
uv
来
廿
ノ
タ

y
。
約
十
日
以
前
ヨ
リ
ノ
殆
ン
ド
毎
日
、
二
三
回
宛
黄
色
悪
臭
ア
Y
吐
物
ヲ
出
セ

y
o
一
昨
日
高
時
準
腸
ヲ
受
ヶ
約
七
時
間
後
排

便
ア
η
ノ
キ
。
其
ノ
後
A

高
座
潅
腸
ヲ
行
プ
屯
排
便
及
ピ
放
属
鉱
山
ク
、
腹
部
A

盆
々
膨
満
ジ
来

y
タ
リ
ノ
ト。

初
診
時
所
見
。
健
格
中
等
、
柴
養
可
良
ニ
ジ
ア
一
般
扶
態
A

比
較
的
卒
静
ナ
9
0
皮
膚
蒼
白
υ

脈
勝
緊
張
良
二
分
時
百
四
十
至
。
健
温

三
十
七
度
五
分
（
競
氏
）
。
心
臓
、
肺
臓
ニ
臨
床
上
異
常
ヲ
認
メ
ザ

y
キ。

腹
部
A

強
ク
膨
満
u
v

、
腸
管
形
像
及
ピ
鴎
動
ノ
充
進
セ
U
Y

ヲ
認
メ
タ

y
o
腹
部
ヲ
鯛
診
セ

シ

－T
晴
泣
セ

y
。
業
ノ
間
廻
育
部
－
一
腫
蕩
様
ノ

抵
抗
y
胸
Y

ヨ
ト
ア
リ
ジ
モ
忽
チ
一
二
三
プ
去

p
之
ア
把
持
ス

Y
ヲ
得
ザ
u
ノキ
o

業
ノ
他
ノ
都
－
一
A

抵
抗
、
ッ
ノ
他
異
常
ノ
モ
ノ
ヲ
韓
明
セ
ザ
9

キ
。
勝
昔
A

到
Y
慮
良
ク
聴
診
ス
Y

ヲ
得
タ
9
。
到
M
F

慮
鼓
一
音
ヲ
呈
セ
リ
ノ
。
舵
門
宰
虚
、
阪
門
ヨ
リ
鯛
診
ス
Y

毛
異
常
ヲ
認
メ
ザ

y
キ。

原
因
不
明
ノ
「
イ
レ
ヲ
ス
」
ト
シ
ア
直
チ
ニ
手
術
ヲ
行
ヒ
タ
リ
ノ
。

廊
酔
ヲ
施
ス
コ
ト
無
夕
、
勝
ヲ
中
心
ト
シ
ア
正
中
線
－
一
一
於
－
ア
康
ク
腹
腔
ヲ
開
ケ

y
。
牌
筑
波
性
－
一
シ
ア
梢
々
掴
濁
セ
W
F

腹
水
少
量

ア
リ
夕
日
ノ
。
小
腸
A

到
Y
慮
強
ク
膨
満
シ
オ

p
タ
U
F

モ
大
腸
A

萎
縮
シ
居

y
タ
リ
ノ
。
廻
盲
部
廻
腸
及
ピ
盲
腸
ノ
一
部

ヲ
ミ
タ
リ
ノ
。
表
面
卒
滑
、
白
色
ヲ
帯
ピ
緊
満
U
V

盲
腸
ト
共
ニ
良
ク
移
動
セ

y
。
術
中
胃
ガ
強
ク
膨
満
シ
来

y
タ
Y

ヲ
以
ア
腫
漉
ノ
切
除
術
ヲ

行
ア
コ
ト
無
ク
、
軍
－
一
廻
腸
横
行
結
腸
側
側
吻
合
術
ヲ
行
ア
ニ
止
メ
手
術
ア
終
η
ノ
タ
リ
ノ。

術
中
低
ニ
・
多
量
ノ
排
便
守
ノ
ミ
タ
9
0

経
過
。
葉
ノ
後
念
性
胃
瞭
張
ノ
症
朕
ヲ
呈
シ
来

y
タ
u
y

ヲ
以
－
プ
胃
穿
刺
ア
行
ヒ
、

黄
緑
色
ノ
液
鰹
及
ピ

「
ガ
ス
L
ヲ
多
量
－
一
排
出
セ
シ
メ

一
時
痕
賦
轄
快
シ
hF

Y

モ
術
後
三
日
－
一
ジ
ア
死
ノ
轄
鯖
ヲ
ト

y
タ

y
。

剖
検
所
見
。
胃
A

強
ク
膨
満
シ
多
量
ノ
「
ガ
ス
」
ト
少
量
ノ
液
健
ト
ア
容
レ
、
小
腸
及
ピ
大
腸
A

萎
縮
シ
居
リ
ノ
タ
7
0
廻
盲
部
廻
腸
－
一
腫
蕩

ア
リ
ア
、
此
ノ
近
傍
ノ
腸
間
膜
－
一
A

多
数
碗
豆
大
ノ
淋
巴
腺
ノ
腫
脹
セ
M
F

モ
ノ
ヲ
ミ
タ
リノ
。
廻
腸
及
ピ
上
行
結
勝
ト
共
－
｛
腫
蕩
司
ノ
切
除
セ
ソ
。

刻
出
標
本
。
〔
第
一
岡
〕
腸
金
樫
ノ
表
面
A

平
滑
－
一
ジ
ア
廻
腸
（
i
）
A

結
腸
（
C

）
ヨ

y
屯
太
ク
（
廻
腸
ノ
周
園
六
・
八
糎
、
上
行
結
腸
ノ

手
術
。第

五
傘
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【趨

周
闇
四
・
五
糎
）
、
最
様
突
起
A

後
面
－
一
在

y
－
プ
葉
ノ
朕
尋
常
ナ
リ
ノ
。
廻
腸
ガ
盲
腸
－
一
移
行
ス

Y
部
A

鶏
卵
大
－
一
腫
脹
シ

T
d境
界
明
カ
ナ
ラ

ズ
。
刈
判
叫
川
氏
弊
ノ
存
ス
U
Y

部
－
二
致
ジ
腸
軸
ト
直
角
ニ
交
A

V

Y
鍛
（
f
）ア
η
ノ
ア
隆
起
セ
リ
ノ
C

廻
腸
ノ
末
端
ヲ
後
面
ヨ

y
見
Y

－
一
略
々

主
（
ノ
中
央
部
ガ
示
指
頭
大
－
一
馬
卒
－
一
腫
脹
セ

y
o
鯛
診
セ
ジ
ユ
腫
蕩
A

此
ノ
前
後
－
一
腫
脹
セ

Y
部
－
一
相
営
シ
居
uJ
－
プ
弾
力
性
軟
．
明
カ
ニ
一
波

動
ヲ
呈
シ
タ
η
ノ。

廻
腸
膝
－
一
水
ヲ
盛
9
タ
Y

宅
盲
腸
ヲ
移
行
ス

Y

コ
ト
無
カ

y
キ。

腸
間
膜
ノ
反
封
側
－
一
於
ア
腸
腔
ヲ
開
ケ
リ
y

。
〔
第
二
闘
〕
腫
蕩
A

廻
腸
ノ
最
下
端
、
腸
間
膜
側
－
一
偏
U

て
プ
存
シ
庚
キ
基
底
ヲ
有
シ
、
廻
腸
睦
内

－
一
強
ク
突
出
ジ
ペ
別
判
川
氏
排
ノ
部
国
一
一
於
－
プ
辛
ク
ジ
ア
消
息
子
ヲ
遁
ズ
Y

コ
ト
ヲ
得
タ
U
F

ノ
ミ
。
腫
蕩
A

夏
－
一
亦
タ
盲
腸
膝
内
ニ
モ
突
出
ジ

従
ツ
ア
刈
列
叶
利
氏
耕
（
B
）
A

盲
腸
腔
－
一
向
ヒ
ア
強
ク
押
U
J

出
＋
ノ
レ
ア
緊
張
シ
居
リ
ノ
タ
リ
。

業
ノ
他
ノ
腸
内
面
ニ
就

4

プ
A

コ
レ
ヨ

y
口
方
卸
チ
廻
腸
粘
膜
A

程
度
ノ
肥
厚
ヲ
呈
セ
U
Y

毛
著
シ
キ
限
居
性
病
竃
ナ
ジ
。
腫
痩
ノ
表
面
（
腸
膝

－
一
向
へ
と
A
卒
滑
－
一
ジ
ア
一
様
ナ
w
y

腸
粘
膜
ヲ
以
ア
被
A
ν

、
其
ノ
形
A
卵
固
形
ヲ
呈
ジ
、
宜
（ノ
長
軸
A
腸
軸

－二

致
uv
、
長
径
三
・
三
糎
、

短
径
二
・
ニ
糎
、
高
サ
四
・
三
糎
三
連
セ

リ
ο

穿
刺
ヲ
行
ヒ
タ
Y

－
一
黄
色
粘
利
、
微
カ
－
ニ
個
濁
セ

Y
中
性
ノ
液
十
耗
ア
得
タ
ヲ
。
此
液
ヲ
検
鏡
シ
タ
W
y

－
－
赤
血
球
、
白
血
球
ノ
多
数
ト
光

輝
ア

Y
頼
粒
ヲ
合
ム
上
皮
様
細
胞
少
数
ト
ヲ
詔
メ
タ

y
。
固
柱
朕
細
胞
群
、
「
コ
レ
ス
ア
ア
9
シ
」
結
品
、
毛
髪
、
食
物
蔑
誼
等
A

コ
レ
ヲ
誇

明
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
ザ

y
キ
。
蛋
白
反
感
A

強
陽
性
ナ
リ
キ
。

進
ン
デ
腫
湯
ヲ
開
キ
タ
w
y

－
一
其
壁
A

略
々
一
様
－
一
非
薄
－
一
ジ
ア
内
面
卒
滑
、
何
慮
－
一
モ
腸
腔
ト
交
通
セ

Y
部
無
ク
、
腫
蕩
A

全
部
一
室
ヨ

9
ナ
レ
ur
嚢
腫
－
一
外
ナ
ラ
ザ
リ
ノ
キ
。

頴
微
鏡
的
所
見
。
嚢
壁
A

小
腸
ノ
構
造
ヲ
呈
セ
w
y

毛
場
所
－
一
ヨ

y
多
少
其
ノ
趣
ヲ
異
－
一
ジ
、
或
個
所
－
一
於
ア
A

〔
第
三
・
四
国
〕
粘
膜
、
筋

屠
等
良
ク
接
育
ジ
、
或
個
所
＝
於
－
プ
A

〔
第
五
圃
〕
粘
膜
ア
快
キ
、
或
ハ
筋
唐
ノ
費
育
不
良
ナ
Y
部
ア

9
0
y
ノ
良
ク
襲
育
セ

Y

部
－
一
一
於
4

7

A

嚢
膝
ニ
面
セ

Y
嚢
壁
A

一
層
ノ
固
柱
肢
細
胞
ヲ
以
－
プ
覆
A

レ
‘
且
ツ
腺
様
－
一
陥
渡
セ
Y
都
多
ク
、

9
1ペ
Y
キュ

1
ン
氏
腺
ヲ
努
瞬
時
セ
シ
ム
。
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粘
膜
筋
屠
A

良
ク
費
育
シ
ソ
ノ
下
方
ニ
粘
膜
下
結
締
組
織
、
輪
朕
滑
卒
筋
、
縦
走
滑
卒
筋
ア
リ
ノ
O

、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
．
、
、
、
、
、
、

殊
－
一
興
味
ア
Y

A

接
続
セ
Y

小
腸
壁
ト
嚢
壁
ト
ノ
移
行
部
－
一
シ
ア
、
〔
第
六
圃
〕
此
部
－
一
一
於
－
プ
A

腸
縦
走
筋
A

腸
壁
ヨ
y
分
離
シ
ア
嚢
腫
ノ
外

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

側
（
築
膜
側
）
ア
走

y
、
嚢
壁
－
一
一
属
ス
Y
縦
走
筋
ト
共
－
一
嚢
壁
ノ
一
部
ヲ
形
成
シ
オ
レ

9
0

腸
膝
ニ
ー
突
出
セ
Y
部
ノ
嚢
壁
ヲ
腸
膝
側
ヨ
リ
敷
ブ
レ
バ
〔
第
三
園
〕
。
一
、
腸
粘
膜
。
二
、

腸
粘
膜
筋
層
。
三
、
腸
粘
膜
下
結
締
織
。
四
、
腸

輪
朕
筋
u

玉
、
縦
走
筋
。
六
、
輪
朕
筋
。
七
、
粘
膜
下
結
締
織
。
入
、
粘
膜
筋
層
υ

九
、
粘
膜
ナ
リ
。

襲
膜
側
ノ
嚢
壁
ヲ
外
方
ヨ

y
敷
フ
レ
バ
〔
第
四
国
〕
。
一
、
捜
膜
二

一、
縦
走
筋
（
此
ノ
縦
走
筋
A

腸
壁
－
一
属
ス
Y

号
ノ
ト
嚢
壁
－
一

一属
ス

Y

毛

ノ
ト
合
併
セ
M
F

モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
雨
者
ヲ
直
別
ス
Y

コ
ト
困
難
ナ

y
）。

三
、
輪
吠
筋

J

四
、
粘
膜
下
結
締
織
。
五
、
粘
膜
筋
層
。
六
、
粘
膜
ナ

y
。

郎
チ
本
嚢
腫
A

開。
F
ノ
所
謂
草
純
性
腸
業
腫
－
一
シ
ア
且
腸
筋
層
内
ニ
位
ス

Y

毛
ノ
ナ

y
。

説

綜で
定
義
、
震
生
Z
闘
ス
ル
説
明
反
分
類

腸
嚢
腫
A

千
八
百
八
十
一
年
H
W
O
F

－－ヨ

f
プ
初
メ
ア
記
載
セ
ラ
レ

タ
Y
疾
患
－
一
シ
ア
、
彼
－
一
従
ヘ
バ
腸
嚢
腫

（出回け
R
ow－
。
回
一
】
）
E
E
l

－q也
君
居
一
一ロミ
B
N
U
え
る
ト
A

液
韓
－
一
ア
漏
サ
レ
タ
Y
先
天
性
ノ
嚢
腫
－
一
シ
ア
、
ッ
ノ
壁
A

略
々
腸
管
ト
同
）
ノ
構
造
ヲ
有
ス
U
F

毛
／

Z
－＝ロ
ァ。

開。
F
A
コ
ν
ヲ
費
生
上
及
ピ
臨
床
上
ノ
意
味
ヨ

y
二
群
品
目
分
チ
タ

y
。

第
一
群
。
費
生
皐
上
正
常
ノ
腸
管
ガ
多
数
嚢
妹
－
一
離
断
セ
ラ

ν
ア
生
ジ
タ
Y
腸
褒
腫
。

コレ
A

胎
児
期
ノ
腹
膜
炎
ノ
結
果
、
腸
管
ガ
絞
縛
離
断
セ
－
フ
レ
ア
生
ズ
Y
毛
ノ
最
宇
多
シ
。

H
U
Z
P
E
S
－一
ヨ
レ
バ
勝
間
膜
ノ
軸
轄
摂
－
一
ヨ

ソ
ア
モ
生
ズ
Y

毛
ノ
ナ
リ
ト
言
ァ
。
本
群
－
一
一
於
ア
A

腸
管
ノ
遁
路
A

此
ノ
部
－
一
一
於
47
断
タ
y
、
ヲ
以
－
プ
胎
児
A

生
命
ア
保
ツ
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

第
二
群
。
接
生
皐
上
腸
管
ノ
接
育
異
常
－
一
蹄
ス
ペ
キ
モ
ノ
。

本
群
－
一
於
6
7
A
腸
管
ノ
通
路
ノ
断
タ

y
、
コ
ト
ナ
キ
ヲ
以
ア
、
此
ノ
意
味
－
一
炉
、
ァ
生
命

日一
危
険
ヲ
及
ス
コ
ト
無
ジ
。

本
群
ヲ
更
ニ
円
分
チ
ア
三
類
ト
セ
リ
ノ
。
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第
五
容

F守

臨

康
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一
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第
六
時貌

一
一二六
V

c. 

墜
胎
ノ
腰
獲
物
ト
見
倣
ス
ペ
キ
モ
ノ
。
（

g
g『

g
r百
合
ケ
♂）

崎
形
性
臓
器
或
A

組
織
ト
蓮
絡
ア
Y

モ
ノ
っ
（
皆
兵
⑦
門
戸
－

E
4
Y
E－C
O
吋
出
・
巧
ロ
仲
間
0
1）

腸
ノ
異
常
側
方
附
風
物
ヨ
η
ノ
生
ズ
Y

毛
ノ
。
此
内
川
イ
引
川
氏
恕
室
ヨ
リ
生
ズ
Y

モ
ノ
ヲ
最
モ
多
ジ
ト
ナ
ス
u

是
レ
ヲ
車
純
性
腸
嚢

腫
ト
名
付
ケ
タ
リ
ノ

O

a. b 

A

隣
腸
管
ヨ

y
生
一
ヲ
タ
w
y

嚢
腫
ト
腸
管
ノ
「
ア
ン
ラ

1
グ
」
ガ
側
方
－
一
於
－
ア
技
把
セ
ラ
レ
－
プ
生
ジ
タ
Y
嚢
腫
ト
ヲ
匿
別
U
J

、

白河田仲
E
S
E
s
a
u
F
4
M
2
5
5
0、
後
者
7

C

E
広

g
E
g
E
g
ト
名
付
ケ
タ

y
。

F
g
r
o
A
8
3ロ
問
。
】
ノ
報
告
シ
タ

Y

一
例
－
一
就
キ
該
腸
護
腫

A勝
腸
管
ノ
残
存
物
ヨ
リ
生
ジ
b
y
y

毛
ノ
ト
ス
U
Y

ヨ
y
A
寧
ロ
、
外
脹
葉
ノ

脹
芽
ガ
迷
入
ジ
－
7
皮
膚
様
嚢
腫
ヲ
生
ズ
ル
ト
金
ク
同
様
ノ
方
法
－
一
ヨ

y
ア
、
内
一
郎
葉
ノ
魅
芽
ガ
迷
入
シ
ア
生
ジ
タ
Y

嚢
腫
ナ

9
ト
ス
ペ
キ
コ

ト
ヲ
説
明
シ
、
此
ノ
如
キ
路
芽
迷
入
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
生
ジ
タ
Y
腸
嚢
腫
ヲ
回
ロ
件
。
含
2
5
E
ト
名
付
ヶ
隣
腸
管
ヨ
リ
生
ヲ
タ
u
y
腸
嚢
腫
ト
匝
別
ス
ペ

キ
ヲ
提
議
セ
y
o
C
4
6
＝
白
吋

A

此
説
四
一
一
賛
成
セ
ジ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
更
－
ご
進
ン
デ
出
。
F
ノ
所
謂
車
純
性
腸
嚢
腫
（
第
二
群
。
）
ヲ
モ
一
組
－
プ

門
戸

2
5
2仏
ト
稀
ス
ペ
シ
ト
言
ヘ
リ
c

研
位
、
ロ

m
g・

前
者
ヲ

出
回
吉
I

c
。］g
g
J、
出
品

g
w
o
及
ピ

C
E
E
ノ
説
ユ
反
封
uv
車
純
性
腸
嚢
腫
ノ
綿
－
ア
ヲ
騎
腸
管
ノ
残
存
物
ヲ
以
ア
説
明
セ
ン
ト
ジ
タ
y
o

二
、
羅
患
職
、
年
齢
及
ビ
性

本
渡
忠
A

一
千
七
百
年

H
g
g宮
内
田
昌
ヨ
リ
ア
初
メ
－
プ
報
告
セ
－
プ
レ
ア
以
来
今
日
ュ
到
Y
迄
五
十
数
例
ノ
報
告
ア
町
二
遁
ギ
ズ
。
本
邦
－
一
一
於

ア
A

松
岡
氏
及
田
村
氏
ト
余
ト
ノ
三
例
ア
Y
ノ
ミ
ナ
U
F
d
N

如
シ
。
（
茂
木
氏
A

其
著
茂
木
外
科
各
論
－
一
自
家
経
験
ト
ジ
ア
一
国
ヲ
掲
グ
ア
Y

毛

詳
シ
キ
記
載
ナ
シ
）
。

乳
児
及
ピ
小
児
二
多
グ
成
年
者
－
二
稀
ナ
9
。
国
ロ
N
N
F

ノ
七
十
七
歳
ノ
男
、

F
o
mロ
2
ノ
六
十
九
歳
ノ
女
ヲ
最
高
ト
ナ
ス
。

男
女
略
々
同
教
ナ

9
0

三
、
病
理
解
剖
的
所
見



一
個
一
室
ヲ
通
例
ト
ス
。
金
敷
ノ
約
二
十
四
%
ニ
於
ア
二
個
以
上
ノ
嚢
腫
ヲ
接
見
ス
。
（
密
出
向
旬
吉
田
島

E
C
Z
U
出
S
巳ロ間
一回

cF

（
口
）
一
回
ロ
ロ
宮
］

hkrロ含吋
g
ロ
h
m
g口問
g
pロ
ロ
山
口
正
巳
o一
戸
（
阿
〈
）
山
国
g
gコ

F
2世田
一回
g
∞d
∞円山

国
EHO吋（同）ロ・（口）四件凸・）。

教叉
多
室
品
A

ア
ラ
ザ
レ
ド
、
表
面
組
大
ノ
隆
起
ア
リ
ア
一
見
多
室
嚢
腫
ノ
如
キ
観
ヲ
呈
ス
Y

モ
ノ
ア

y
o
3
5
Y
3
5
一一司
苫∞］一口
rh
同
巳

2
1

－gg同V
J

町
一
司
ロ

2
0
y
g自
旨

o
g・）

大
イ
ナ
。
種
々
雑
多
ナ
リ
。

五
糎
×
十
八
糎
×
十
三
糎
、

H
w
g
g
o
y
及
ピ

最
長
ト
ナ
ス
。

ソ
ノ
大
ナ
M
F

モ
ノ
A

分
娩
障
凝
ア
・
来
セ
Y

モ
ノ
ア
リ
ノ

ノ
大
人
頭
大
ヲ
最
大
ト
ナ
シ
、
｝
WH
EW∞－

（国自己古川四一

mEm門会・コロ
ハ同同｝
C
E－
－
国
H1pロ
ロ
ノ
一
一
十

ω
4
f
Z
F｝
団
関

P
P
E
－－

ノ
六
十
三
糎
、

F
2
2

ノ
五
十
三
糎
ヲ

内
容
。
通
常
淡
黄
色
、
多
少
凋
濁
セ
Y
、
粘
調
、
硝
子
慢
様
、
無
臭
ノ
液
健
－
一
シ
ア
、
灰
白
色
ノ
小
袈
片
ア
混
ズ
Y

コ
ト
ア
リ
。
嚢
膝
ト

腸
膝
ト
ノ
間
品
交
通
ア
Y
ト
キ
A

脂
汁
、
細
菌
其
他
ノ
腸
内
容
物
ヲ
脅
見
ス

Y

コ
ト
ア
リ
ノ
（

F
c
v
E
f
F
F
（
口
）
）
。
炎
症
其
他
種
々
ナ
Y

健
件
ガ
加
A

Y
コ
ト
ニ
ヨ
叶
ノ
内
容
モ
マ
タ
種
々
エ
踏
襲
化
ジ
築
液
様
、
血
様
（
問
。
岳

（HH）
h
D
5
5－
（
日
）

h
L
P
E
2
8回一一
Z
50）、

ー
ト
」
様

「チ
ョ
コレ

（∞
o
y由－
A
凶

同
己

g
－2
5市
内

S
H
E－
一
∞
計
三
国

mg『仏）．
乳
様
（
【
州
市
L
Z
m∞
コ
開
。
m
g・圏一問。
色町
4
3
．
黒
緑
色
胎
便
様

〉ロ門同母国。口一

A

「
ア
セ
ト
ン
」
臭
強
キ
一
例
ヲ
報
告
セ
リ
。

内
容
ノ
頴
微
鏡
的
所
見
。
赤
血
球
、
白
血
球
．
闘
柱
朕
細
胞
、
脂
肪
球
ヲ
合
ム
上
皮
様
細
胞
等
ガ
種
々
ナ
Y
割
合
－
一
ア

y
o
向
ホ
コ
V

－一

「コ

ν
ス
ア
ジ
ン
」
結
晶
（
回
E
g
v
h戸

E
o
a
o
f
m宮・
2
宝
山
口
己
5
2
u
E

E
L－
脂
肪
酸
結
Hm
（？］
E
2）、
石
灰
石
（
。
。
E

g
）
ヲ
混
ズ
y

（出回
0
8『
）
ナ
U
Y

ア
リ
ノ
。
回
ロ
O
Y
4
4
巴島

ヨ
ト
ア
叩
ノ
。

位
置
。

廻
腸
下
端
－
一
最
モ
多
シ
。

廻
腸
下
端
部
（
就
中
メ
y

ケ
w
F

氏
憩
室
ガ
通
常
存
ス
M
F

部）

廻
盲
部
廻
腸
部

廻

地

問

部

四
六
・
六
%

一
七
・
七
%

盲

一
三
・
三
%

第
五
巻

F『

趨

来、圃.

盛

一一一一一一
〈
第
六
務

一
一一一七〉



第
五
各

F『

臨

床
........ 

盛

一一ー一一一ー
一
（
第
六
時抗

一
三
八
』

ソ

ノ腹~
他
胃
部 腸壁

内部

一・一

μ

一・一

%

（〉ロ門戸
0
2。ロ

沼山

v
a
2
5品
開
｝
。
2v）
、
後
腹
膜
内
（
F
F
（
口
）
）
、
胸
廓
内
（
F
富
山

一問
。
F
（
口
）
）
、
薦
骨
部
（
関
口
N
E
W）－一

在
Y

コ
ト
ア
リ
ノ
。

腸
管
壁
ト
ノ
閥
係
。
腸
間
膜
附
着
部
ノ
反
劃
側
－
一
多
シ
ト
セ
ラ
レ
b
y
y

モ

側
ニ
於
ケ
Y
敷
A

略
々
同
教
ト
ナ
ソ
タ

y
o

疑
膜
下
ニ
在

Y
モ
ノ
最
モ
多
ク
、
腸
管
筋
暦
内
ュ
在

Y
毛
ノ

A
比
較
的
少
b
y

（2
6
E
R
h
g］日
m
g
g
f
同
g
m
F
g
一
国
自
抽
出
。
回
一
一
宮
g
H
Sユ一

己目許可一
ov
（
阿
）
出
足
（
HHH）山岡，
z
s
r
o］
可
）
、
粘
膜
下
－
一
在

Y
毛
f
A
稀
ナ
リ
ノ
（
β
g
g己
（
同
）
戸
（
口
）

h
H
F
O
E－）。

句。

2
2
ノ
腸
間
膜
内
嚢
腫
二
十
五
例
ノ
報
告
以
来
腸
／
雨

腸
腔
ト
難
路
ト
ノ
交
通
。
通
例
交
通
ナ
ジ
。
交
通
ア
Y

モ
ノ
モ
稀
ナ
ラ
ズ

自
由
品
目
mVHHHH
一
切
ロ
NN町一回目
B
Zロ
｝
戸
（
同
）
山
吋
忌
E
w
v
h
出
。
ュ
。
ロ
∞
g
・
↓
内
切
P
ロ
mo門出
HHA－
岡
宮
市
匂

（窃也、ロ∞
2
5
H
R凶同】。
zv

開。
F
（
同
）
ロ
・
（
口
）
山

国伊
HHgoロ

ノ
例
A

十
二
指
腸
腔
ト
交
通
シ

国
2
8ロ
ノ
例

A

識
様
突
起
ト
交
通
ア
リ
ノ
タ
リ

J

）。

整
ヲ
有
ス
U
Y

モ
ノ
ア
リ
ノ

（出口巳円昂】一切片岡ロゲ
g
v
（
口
）
山
出
。
a
gコ
同
ogE4w
一
回
包
古
問
。
円
）
。

壁
ノ
構
造
。
腸
管
ト
略
々
同
一
ノ
構
造
ヲ
有
ス
。
粘
膜

A
萎
縮
セ

Y
モ
ノ
多
シ
。
上
皮

A
通
常
一
層
ノ
固
柱
扶
細
胞
ヲ
以
－
プ
覆

A
V
所

々
腺
様
ノ
陥
波
ア

Y
毛
ノ
多
ジ
。
上
皮

A
此
外
、
扇
卒
上
皮
細
胞
ヲ
以
ア
覆

AMF
、
モ
ノ
ア

y
（
同
包
E
m恒
三

国

2
0
H
（
】
）
）
、
同
一
嚢
腫
内
－
一

於
ア
毛
或
個
所

A
一
層
ノ
困
柱
朕
細
胞
、
或
他
ノ
個
所
－
一
於
ア

A
多
層
回
柱
賊
細
胞
、
或
他
ノ
佃
所
－
一
於
－
プ

A
多
層
扇
卒
上
皮
細
胞
ヲ
以
－
プ

覆

A
Y
、
毛
ノ
ア
リ
ノ
（
C
E
E・
）
。
頭
毛
固
柱
細
胞
ヲ
以
47
覆

A
Y
、
毛
ノ
ア

y
（出
2
5
g
f
同
包
符
2
u
問
。
団
長
4
3、
マ
タ
椋
航
細
胞
ヲ
混

ズ
MF
ア
リ
（
吋
ロ
2
5
B
g
f
目
5

5
一
k
r
z
o
gロ一一
Z
E由
。
一
一
回
。
吾
（
HH）三吋＠『吋
M
R
S
F口
p
g
h
】WFHHR
（口）山一切
g
mロ
2
）
。
淋
巴
鴻
胞
様
ノ
組

大
腸
ノ
構
造
ア

神
経
細
胞
ア

Y
毛
ノ
ア

y
（白
o
E貧
困
一
回
a
u
m
q
h
一開。
F
（口
）
）
、

織
ア

Y
モ
ノ
ア
η
ノ
（
同
4
5
5
h
H内
g
江
戸
戸
田
一
苧
吋
Bm円。｝）、

有
ス

Y

モ
ノ
ア
リ

（同
5
2
r）
、
十
二
指
腸
ノ
構
造
ア
有
ス
U
Y

屯
ノ
ア
ク
（
P

E富
島
）
、
粘
膜
ヲ
挟
如
セ

Y
モ
ノ
ア
リ
（
吋
E
g
r
o］
山
田
伊
豆
ou



F
Z曲
目
（
同
）
戸
（
口
）

U
E
E
g
n
y）
、
粘
膜
筋
層
ニ
ツ
ナ
ガ
ラ
快
如
セ
Y

モ
ノ
ア

9
3
5
5己
（
阿
国
）
一
回
。
的
。
2
）
、
又
筋
屠
ノ
良
ク
費
育
セ

Y

毛

ノ
ア
可
ノ
（
p
g
g
o－
（
出
）
一
切
♀
｝
】
（
同
）
い
巴
許
可
山
口
F

（HHH）
）
、
筋
屠
ア
Y

モ
粘
膜
筋
層
ノ
良
ク
接
育
セ
Y

毛
ノ
ナ
リ
ノヤ
、
固
有
筋
層
ナ
Y
カ
識
別

目
白
宮
。
F

ノ
，
二
糎
、

D
5
5＠
］
（
口
）
ノ
正
常
腸
壁
ノ
二
倍
ナ
Y
ア
ソ
、
叉
紙
榛
－
一
葬
薄

ジ
難
キ
毛
ノ
ア
リ
ノ
（p
g
ロ白血
｝
（
同
）
）
、
壁
A

厚キ－
A

ナ
Y
ア
η
ノ
（
宮
司
］
首
g
mロ
ロ
一
田
村
山
岡
巳
S
E
E－
一
一
p
g
g
v
g
pロロ）。

回

、

ニ

衣

的

型

化

一
、
上
皮
ガ
乳
甥
朕
腺
膜
様
増
殖
ヲ
替
メ
U
Y

N
ロH
H
H
d－

U
H
W
O
］）。

モ
ノ
ア
リ
J

（

k
p
ロ｛
f
g
oロ

国

EHro
－
出

g
g円

4
0ロ－
ru円
巾

ι

酢
伊
品
。
ι
川口∞

］［口々
片岡
H
F
H
W］
F
司

二
、
肉
腫
ヲ
生
ゼ

Y

壬
ノ
ア

y
（D
g
goH
（HHH）
嚢
壁
ノ
一
部
ガ
紡
錐
形
細
胞
肉
腫
ト
ナ

y
腸
腔
ノ
狭
小
ヲ
来
シ
オ
η
ノタ

y
）。

三
、
結
核
－
一
犯
す
レ

タ
Y

毛
ノ
ア

y
S
S
E－
2
4）
勝
結
核
ア

y
、
嚢
腫
A

腸
腔
ト
交
通
ナ
キ
ュ
ヵ
、
で
プ
ズ

嚢
路
内
面
－
一

結
核
ブ
読

明
ジ
タ

y
）。

四
、
化
膿
ヲ
来
セ
U
Y

モ
ノ
ア

y
（
出
白
石
。
ユ
内
容
A

膿
様
ナ

y
ジ
モ
細
菌
A

詮
明
ス

Y

ヨ
ト
ヲ
得
ザ
η
ノキ）
。

玉
、
護
壁
－
一
石
灰
ノ
沈
着
ヲ
来
セ
Y

モ
ノ
ア

y
（属。ュ。ロ）
0

民
E
Z
ノ
例
A

明
確
ナ
Y
記
載
ナ
キ
モ
腺
癌
－
一
…
獲
化
セ

Y
疑
ア

y
。

五

、

臨

床

的

意

義

杢
痕
例
ノ
約
五
分
ノ
四
A

臨
床
症
扶
ヲ
呈
セ

7
0

一
、
分
娩
障
磁
ア
来
セ
M
y
f
t

ノ
（
出
。E
Em
一
ぎ
よ
2
5
L
U
502v）

一
一
、
瞬
時
現
ヲ
形
成
セ
シ
毛

J
3
2
2
一
N
三
回
三
与
な］）0

三
、
瞬
「
へ

Y

ニ
ア
」
ノ
内
容
ト
ナ
リ
タ
Y

モ
ノ
（
松
岡
、
百
三
目）。

四
、
腹
部
腫
蕩
ヲ
形
成
セ
シ
モ
ノ
（

E
Eゲ辛口｝戸
（口）一

H
W
P
5
2
民
2
2
f
c
c
E
2
E
一
言
豆
田
望
号
（回一回
2
2・（何
回）
一〉
E
2
8口
一
回
品目
与
さ
回
一

第
五
巻

r園、

臨

床
、」

盛

（
第
六
時
蜘

一
三
九
〉



玉
、
薦
骨
部
腫
路
ア
形
成
ジ
タ
Y

モ
ノ

六
、
腹
水
ヲ
来
セ
ジ
毛
ノ
（
4
ι2
F
O
－
Z

F2
2巾）。

七
、
童
特
摂
－
一
ヨ

Y
腹
膜
炎
ヲ
惹
起
セ
ジ
屯
ノ
（
ぎ
丘
二
回
）
）
。

入
、
穿
孔
性
腹
膜
炎
ヲ
・
来
シ
タ
Y
毛
ノ
（
司
5
8
7
5
5ロ）。

以
上
分
娩
障
擬
ト
ナ

y
タ
Y

二
例
ア
除
ク
十
八
例
中
、
手
術
ヲ
行
ヒ
タ
Y

モ
ノ
十
六
例
ア

y
、
此
内
再
費

一
例
、
治
癒
十
一
例
、
死
己
一
例

記
載
ナ
カ
リ
ジ
モ
ノ
三
例
ナ

y
。

九
、
機
械
的
「
イ
レ
タ
ス
」
ノ
症
献
ヲ
呈
シ
タ
Y

毛
ノ
十
七
例
ア

9
0

橿
軸
輯
摂
ヲ
起
セ
シ
モ
ノ
（
同
o
m
o
g
h
e
p－］部門いを
g
u担問］（
H
H

】）

U
F
Z
2
（同）
一
J
J
J

－宏
司
）
。

屈
曲
ヲ
来
セ
ジ
モ
ノ
（

E
g
g岳
（
同
）
一
回

c
n
v
g
z
u
F乙
Z
E
E－A
）。

腸
晶
頼
ヲ
来
セ
ジ
毛
ノ
（
E
Z
B
R
W
U
同
gmgHH
山〔

8
2認申］〕）。

腸
狭
窄
ヲ
来
セ
シ
モ
ノ
（
田
村
、

F
・5
－E
L
f
o
mF互
い
〔
Z
G毛
主
〕
）
。

腸
盲
管
ヲ
形
成
セ
ジ
毛
ノ

明
記
ナ
カ

y
シ
モ
ノ

第
五
島
信

床....... 

一
三
二
凶

（
第
六
時
蜘

一
四
O
）

F『

臨

盛

閉山口－

zp門戸一回
O
市
関
口
叩
司
h

問。三宮崎）。

（
閉
口

N
E－－
c
。

a b c d e 

（

Z
E∞司）。

f 

（司ユ凸｝
HP丘
一
国
主
店
向
。
『
一
昌
三
］
曲
目
・
h
・
一口
5
7
3
0

ノ
例
A

「イ

ν
ク
九

1
7
症
朕
ヲ
快
キ
軍
－
一
腹
部
腫
蕗
ノ
続
放
ヲ
呈
シ
、

9
0
ロ
5
r
ノ
報
告
例
毛
恐
ラ
ク
腸
嚢
腫
ナ
リ
ノ
シ
ナ
Y

ペ
ジ
）
。

同
2
戸
高
ユ
ノ
例
A

申
虫
様
突
起
炎
様
ノ
痕
朕
ヲ
果
セ

（内

8
5認。－

六
、
臨
床
症
航
ヲ
呈
シ
タ
ル
症
例

G
拍
孤
内
ハ
報
告
者
／
名
7

－mス〕

川
W

門図

g
E
Z〕
｜
｜
胎
見
。
女
。
頭
部
ハ
鈴
子
分
娩
ヲ
十
シ
タ
ル
モ
航
幹
以
下
ヲ
娩
尚
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
胎
児
ハ
巾
途
＝
シ
テ
死
亡
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
阪
葺
破
砕
器
ヲ
以
テ
胸

廓
及
ピ
腰
部
ヲ
破
砕
シ
約
一
一
一
立
、
水
機
／
液
ヲ
出
シ
テ
娩
尚
セ
シ
ム
ル
ヨ
ト
ヲ
得
タ
リ
。
務
腿
ハ
廻
腸
／
始
ン
ド
会
長
－
一
一
回
一リ
、
腸
間
膜
内
＝
有
リ

F
P
。
品
同
市
頭
部
品
李
貧
大
／
一
－
g

幅
四
ア
リ
夕
日
。



間

〔

m
X
2
5品
目
。
宅

Ult九
ヶ
月
ノ
早
串
鹿
児
。
女
。
腹
部
ヲ
妓
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
叢
引
7
緑
泥
シ
行
ヒ
タ
ル
ユ
途
－
－
腹
部
破
裂
シ
、
多
量
／
液
ヲ
出
シ
ヤ
ウ
ヤ
ク
娩

出
セ
シ
ム
ル
ヨ
ト
ヲ
得
9
p
。
剖
検
所
見
。
内
臓
／
位
置
異
常
、
肺
臓
十
六
側
、
葉
腫
五
個
ア
P
F
F
。
内
二
個
ハ
十
二
指
腸
ト
連
絡
シ
他
ノ

一一
一個
ハ
胃
ノ
後
方
＝
在
9
9
日
。
嚢
壁
－
一

ハ
肝
臓
／
構
造
ヲ
詮
明
セ
明
。

mw
〔切
0
8
31
1
若
キ
男
。
勝
部
ノ
腫
募
ノ
手
術
ヲ
受
ケ
テ
以
来
粘
液
緩
／
分
泌
物
ヲ
出
セ
ル
療
孔
7
残
セ
リ
。
手
術
－一
ヨ
P
赤
色
対
扶
ノ
モ
ノ

ヲ
別
出
シ
引
叫
川
川
吋
叶
州
－
一
テ
腐

蝕
セ

p
。
治
癒
。

山
山

「

N
2
ヨ
主
＝
Z
3｜
｜
七
歳
。
生
来
臨
胴
ノ
左
方
＝
療
管
ア
リ
粘
液
ヲ
尚
セ

p
。
深
サ
一
一
極
ノ
部
品
腔
ア
明
キ
。
手
術
。
額
貧
大
ノ
腿
療
ヲ
別
出
。
治
療
。

山

W
Q
F】同国）
1
1
1凶
十
二
歳
ω
女
。
十
五
年
来
榛
貧
大
／
臨
胴
「
へ
ル
ユ
ア
」
ア
u
y
キ
。
「
へ
ル
＝
ア
」
根
治
手
術
及
其
内
容
9
p
シ
腫
療
別
出
街
ヲ
行
ヒ
9
p
o
則
自
標
本
内
海
綿
吠
7

墨
セ
リ
。
（
組
織
的
検
索
ヲ
鉄
タ
）
四
年
後
帯
感
担
。
榛
貧
大
／
硬
キ
腫
市
街
。
刷
出
街
。
組
織
的
所
見
。
所
々
腺
管
群
ヲ
ナ
シ
テ
種
々
ノ
方
向
＝
走
P
周
遁
ハ
者
ギ
結
締
織
ヲ
以
テ
包
マ
レ

オ

p
p
n
y
。

仇
刊

日

P
E
E
n－H
Q
H）〕
｜
｜
二
十
八
歳
。
女
。
一
一
一
四
年
来
漸
次
世
咽
大
見
ル
腹
部
腫
市
街
。
手
術
。
大
綱
－
一
テ
包
マ
レ
9
ル
大
人
頭
大
、
大
キ
撃
ヲ
有
ス
ル
褒
腫
。
粘
膜
7
鉄
知
セ
9
0

mw
〔
切
巳
H
O
〕
｜
｜
二
十
五
歳
。
女
。
八
年
前
貧
痘
、
腹
水
ヲ
来
シ
タ
ル
ヨ
ト
ア
り
。
左
季
肋
部
一
二
縄
卵
大
ノ
腫
晴
樹
7
自
ラ
佃
周
知
シ
タ

p
。
硬
皮
軟
、
毘
痛
ア
リ
キ
。
刷
向
。
治
癒
。
腫

蕩
ρ

燈
貧
大
、
白
色
光
湾
ア
ル
襲
腫
ナ
リ
キ
。
内
容
ρ

黄
色
「
イ
ン
キ
」
犠
＝
シ
テ
蛋
白
7
多
量
ユ
含
ミ
オ
P
9
9
。

削
W

門出向。円

F
S〕
｜
｜
三
十
五
歳
。
男
。
手
術
。
廻
腸
ノ
最
下
端
腸
間
膜
内
＝
鶏
卵
大
ノ
脇
島
腫
ア
リ
テ
腸
腔
ニ
突
出
シ
オ
9
9
リ
。
嚢
腔
ト
最
後
突
起
ト
／
交
遁
ア
リ
タ
リ
。
嚢
壁
＝
ハ

石
灰
沈
着
7
驚
明
シ
タ
p
。
治
癒
。

例

〔

ωロ－
5
3
1
i＝
一
十
二
歳
。
女
。

mJ下
方
旦
小
鬼
頭
大
、
緊
涌
シ
比
較
的
一
艮
タ
移
動
λ

ル
麗
疹
ア
H
F
P
。
手
術
。
廊
下
二
横
指
、
腹
壁
内
－7
小
見
積
大
ノ
棄
腫
ア
P
キ
。
品
開
ホ

一
小
嚢
趨
ア
リ
テ
繭
輩
腔
ハ
交
遜
シ
オ
H
9
9
0

川
町
〔
η。－
8
2白
υー
ー
ー
四
十
六
歳
。
女
。
運
動
時
／
腹
痛
及
ピ
腹
部
腫
官
官
。
手
術
。
小
鶴
卵
大
／
嚢
腫
ガ
勝
部
腹
壁
内

ユ
在
P
9
9
。
別
出
。
治
癒
。

u
門叶
42『
M
2
2
3内宮
ou－
－
＝
一十
三
歳
。
女
。
一
ヶ
年
以
前
ヨ
リ
腹
水
ア
リ
、
一
ヶ
月
以
前
ヨ
リ
腹
痛
及
ピ
消
化
障
磁
ア
P
9
p
。
穿
刺
－一ヨ
P
十
立
ノ
腹
水
ヲ
尚
シ
9
ル
後
右

下
腹
部
品
目
腫
晴
樹
7
相
周
知
シ
タ
リ
。
十
四
日
後
＝
ハ
再
ピ
以
前
ト
間
程
度
／
腹
水
ノ
溜
溜
ヲ
ミ
9
9
。
開
腹
。
廻
盲
部
腸
間
膜
内
＝
手
拳
大
ノ
裏
腫
ア
p
n夕
日
。
別
出
。
治
嫌
。
内
面
ハ
腺

臆
様
／
構
議
ヲ
墨
セ
リ
。
壁
ハ
結
締
織
性
－
一
シ
テ
強
キ
炎
症
／
像
ヲ
嬰
セ
リ
。

四
〔
同
H
2
r
（同）い
l
！
一
年
問
ヶ
月
。
男
。
唖
吐
及
ピ
飯
山
骨
ア
リ
9
9
0
剖
検
。
廻
盲
排
上
六
十
六
糧
ノ
部
品
十
一
線
／
登
ヲ
有
λ

ル
鴛
卵
大
、
腸
股
ト
交
通
ア
ル
嚢
腫
ア
H
9
p
o

E
蝿
腫
／
項
ρ

大
綱
ヲ
以
テ
包
マ
レ
釜
ハ
捻
穂
シ
オ
リ
タ
リ
。

同

門

g
E曲四
E
E〕｜
｜
十
四
歳
。
女
。

一
歳
ノ
時
腹
部
膨
満
シ
、
一
一
阿
穿
刺
ヲ
受
ケ
鮫
立
ノ
黄
色
ノ
液
ヲ
尚
シ
タ
ル

ヨ
ト
ア

H
キ
。
腹
部
／
殆
y
ド
右
半
分
ヲ
占
ふ
ル
表
面
卒
揖明、

波
動
7
曇
見
ル
服
務
ヲ
園
周
知
V
9
9
0
腹
水
ノ
症
状
ハ
設
明
ス
ル
コ
ト
能
川
ザ
日
キ
。
開
腹
。
大
人
頭
大
／
褒
腫
ガ
腸
間
膜
内
－
二
位
F
、
ソ
／
表
面
ハ
大
綱
7
以
テ
覆
ハ
レ
オ
9
9
F
。
別

出
。
治
療
。

似

〔

E
E『（ロ）〕
1
｜
『
凶
十
一
歳
。
女
。
腹
部
二
引
撲
ヲ
受
ケ
テ
後
一
ヶ
年
牛
－
－
シ
テ
腹
部
膨
満
シ
富
市
リ
9
9
0
左
腹
部
一
一
小
児
頭
大
、
波
動
ヲ
曇
シ
、
移
動
性
A
Y
キ
頼
蕩
ヲ
解
知

第
－1
晶
官

F「

臨

謀、..... 

盛

一
三
二
五

〈
第
六
競

－
四
一
）



第
五
傘

F『

臨

床、」

盛

一
三
一
一
六

〈
第
六
時
蜘

一
四
ニ
）

ジ
タ
リ
。
開
腹
。
腫
蕩
ハ
後
腹
膜
内
、
胃
ト
按
行
結
腸
ト
ノ
問
＝
位
シ
ニ
室
ヲ
有
ス
ル
嚢
腫
ナ
リ
キ
。
別
出
。
品
川
癒
。

仰

門

hwロ
h
g
g
oロ
〕
｜
｜
五
十
九
歳
。
女
。
十
年
来
一
勝
石
様
／
痴
痛
表
作
及
ピ
慢
性
下
痢
ア
リ
タ
ル
ガ
近
来
此
等
ノ
症
状
増
悪
シ
来
P
タ
p
。
六
週
間
以
前
患
者
ハ
白
ラ
腹
部
品
腫
疹
ア

ル
写
ト
ヲ
俊
見
シ
且
ツ
漸
次
増
大
丸
ト
言
へ

p
o

一
週
間
以
前
ヨ
リ
下
痢
、
曜
吐
ア
リ
鴛
メ
一
一
食
物
ヲ
掻
取
九
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
リ
キ
。
開
腹
。
空
腸
衆
膜
下
－
一
小
鬼
頭
大
、
胃
／
前
壁
、

小
腸
及
ピ
結
腸
ト
癒
着
セ
ル
裂
騒
ア
P
9
p
。
嚢
腫
ヲ
膜
壁
三
総
合
シ
切
開
セ

P
。
死
亡
。
剖
検
。
叙
上
／
嚢
腫
／
外
＝
五
個
／
嚢
腫
ア
F
9
9
0
（
胃
後
壁
、
幽
門
／
後
方
、
大
綱
後

葉
（
多
室
）
及
空
勝
三
一
個
）

日
〔
巴
広
島

E
m〕
｜
｜
六
十
七
歳
。
女
。
手
術
。
府
ト
恥
骨
縫
際
ト
ノ
問
＝
テ
腹
壁
内
－
一
瓢
箪
形
ノ
腫
疹
ア
P
F
リ
。
腫
務
／
上
部
ハ
蜜
腫
、
下
部
ハ
貧
質
性
昌
シ
テ
勝
脱
ト
結
合

ジ
オ
P
9
p
。

川
〔
切
。
。
叫

5
3｜
｜
六
十
九
歳
。
女
。
ニ
ヶ
年
以
前
ヨ
リ
腹
部
膨
満
シ
来
リ
時
々
一
激
シ
レ
ヤ
腹
痛
プ
リ
、
腹
部
／
臆
晴
樹
ハ
増
大
シ
、
尿
意
頻
数
、
及
ピ
便
秘
7
来
シ
n
？
日
。
開
腹
。
小

腸
々
間
膜
内
＝
在
9
、
約
六
縄
／
幅
康
キ
翠
ヲ
以
テ
小
腸
ト
結
合
セ
ル
多
室
ノ
穆
様
楚
頗
ア
H
F
P
。
腸
間
膜
枝
及
ピ
大
綱
一－
モ
多
数
粟
粒
大
、
店
時
珠
様
／
光
津
ヲ
有
ス
ル
小
佐
和
節
ヲ
認

メ
タ
リ
。
別
向
。
品
川
癒
。

側
〔
問

2
3｜
五

歳

。
女
。
歩
行
シ
初
ム
ル
頃
腹
部
需

1
1。
菜
食
物
ヲ
多
量
ニ
害
時
、
空
空
時
間
経
績

Z
激
シ
キ
腹
痛
ヲ
号
、
時
－
－
唱
吐
ス
ル
コ
ト
ア

P
9
p
o
ソ
ノ
際
慾
者
ハ
自
ラ
腹
部
ヲ
強
ク
堅
治
ス
ル
ヲ
常
ト
セ
p
。
使
遁
尋
常
。
腹
部
ハ
膨
満
ジ
、
皮
下
静
脈
怒
脹
シ
オ
’
9

p
。
瞬
間
ノ
周
閤
ハ
康
タ
濁
シ
、
此
部
＝
軟
、
波
動
ヲ
旦
T

シ
、
医
痛
ブ
弛
帆
タ
腹
晴
樹
7
鯛
知
シ

9
p
。
手
術
。
小
骨
盤
股
品
小
児
政
大
／
嚢
腫
ア
p
o
穿
刺
＝
ヨ
リ
乳
様
／
液
一
立
ヲ
得
タ
リ
。
裏
腹
ハ
一
室
、
手
拳
二
倍
大
、
非
議
開
ナ
ル
壁
ヲ
有

ジ
、
内
市
腸
／
起
船
舶
ヲ
去
ル
四
十
幅
削
ノ
部
ノ
小
腸
々
間
膜
内
＝
在

p
、
腸
＝
肉
へ
ル
帯
主
ヲ
有
セ

p
。
別
出
。
品
川
癒
。

ω
〔同州
E
N
Z
E
l
l－
十
七
歳
。
女
。
生
来
薦
骨
部
－
一
一
服
疹
ア
P
9
p
。
六
歳
ノ
頃
手
術
ヲ
受
ケ
一
時
治
癒
シ
オ
P
R
ル
モ
英
後
再
ピ
岡
庭
二
腹
蕩
表
ハ
レ
漸
次
ソ
ノ
大
イ
サ
ヲ
増
加
シ

来
P
R
P
。
十
三
歳
ノ
時
炎
症
液
状
7

曇
シ
、
自
潰
シ
、
爾
来
同
慮
－
一
痩
孔
ヲ
痩
シ
、
常
－
7
少
量
ノ
少
シ
タ
潤
濁
シ
、
不
快
臭
ア
ル
分
泌
物
ヲ
出
セ
リ
。
腫
晴
樹
ハ
小
児
手
拳
大
、

「
パ
ス

タ
」
様
ノ
碩
皮
ヲ
有
セ

H
。
疲
孔
／
深
サ
約
八
続
。
刷
出
術
。
治
療
。
蕊
腫
ρ

全
然
孤
立
シ
腸
等
ト
J

間
一
？
交
通
ナ
カ

F
キ
。
叉
薦
骨
／
状
尋
常
ナ

F
キ
。
内
容
、
策
褐
色
粥
様
、
悪
臭

ア
F
、
澱
粉
及
繊
維
ヲ
詮
明
シ

9
9
0
高
畠
壁
ハ
大
腸
ノ
構
造
ヲ
嬰
セ
リ
。

仰
〔
回
2
2
2）
〕
｜
｜
凶
歳
。
女
。
七
週
間
以
前
ヨ

H
勝
部
－
一
限
局
セ
ル
腹
痛
ト
順
吐
ア
リ
タ
9
0
ソ
ノ
際
腹
部
＝
臆
官
官
ア
ル
コ
ト
ヲ
唆
見
セ
ラ
レ
9

p
。
ヵ
、
ル
旋
状
ρ

潅
腸
ス
ル

コ
ト
－
一
ヨ

P
直
チ
＝
治
ス
ル
ヲ
常
ト
セ
リ
。
表
作
時
所
見
。
腹
部
ハ
極
度
－
－
膨
満
ジ
勝
ノ
少
シ
ク
左
方
晶
表
面
平
滑
、
ヨ
ク
移
動
シ
、
波
動
ヲ
曇
ジ
、
一
痛
ナ
キ
鷲
卵
大
ノ
腫
蕩
ヲ
鯛
知

ジ
夕
日
。
開
腹
。
潟
、
濁
セ
ル
黄
色
ノ
腹
水
ア
リ
B
T
P
。
嚢
腫
ハ
鎗
精
卵
大
、
青
色
ヲ
曇
シ
、
小
腸
上
部
ノ
腸
間
膜
内
＝
在
P
、
此
嚢
腫
／
爾
側
ノ
小
腸
ハ
七
百
二
十
皮
捻
椋
シ
オ
リ
タ

p
。

切
除
術
。
腹
膜
炎
。
死
亡
u

叙
上
／
裏
腹
町
内
外
z
胡
桃
大
ノ
褒
腫
ア
リ
9
p
。
嚢
腔
ハ
互
＝
ー
突
遁
セ
p
。
内
腔
ρ

扇
卒
上
皮
＝
テ
覆
ハ
レ
筋
暦
7
鉄
ケ
p
o

m
〔4
司

F
r
o
u
－
－
凶
歳
。
男
。
約
一
ヶ
年
以
前
突
然
強
キ
慈
心
及
ピ
眠
吐
ア
9
テ
心
菅
間
部
－
一
球
形
、
弾
性
ア
ル
腫
痕
／
表
ρ

レ
9
ル
ヨ
ト
ア
リ

F
P
。
ソ
ノ
際
腫
晴
樹
ハ
摩
痛
無
夕
、

吐
物
ハ
胸
汁
ヲ
混
ぜ
ル
胃
液
－
一
シ
テ
、
糞
臭
ナ
夕
、
使
遁
尋
常
、
熱
帯
揖
モ
ナ
カ

P
キ
。
腸
重
積
症
ノ
診
断
ノ
モ
ト
＝
手
術
ヲ
行
ハ
ン
ト
シ
9
ル
ユ
数
時
間
後
腫
痩
ハ
自
然
一
三
檎
失
シ
症
状

モ
マ
タ
去
P
9
9
。
其
後
ヵ
、
ル
後
作
ρ

＝
一l
六
週
間
ノ
間
隔
ヲ
オ
キ
テ
艇
々
起
P
タ
p
o

後
作
ノ
強
度
、
縫
縦
時
間
、
腫
蕩
ノ
大
イ
サ
等
ハ
一
定
セ
ズ
、
表
作
ハ
前
駆
症
状
ナ
タ
起

p
、
悪
心
・
帳
吐
及
ピ
腹
痛
ヲ
件
ヒ
腫
務
ハ
心
穂
町
附
晶
表
ハ
ル
、
ヲ
常
ト
セ
リ
。
褒
作
時
所
同
九
。
心
寓
部
－
一
け燈
貸
大
、
表
面
平
滑
、
歴
痛
ナ
夕
、
ヨ
ク
総
動
シ
、
直
腸
内
ヨ
リ
モ
鯛
診
ス



ル
コ
ト
7
得
h
N

ル
弾
力
一
怪
／
腫
鎌
ア
H
F
P
。
食
プ
制
限
シ
・
大
量
／
減
腸
ヲ
徐
々
ユ
行
ヒ
タ
ル
品
目
腿
挺
ハ
消
失
シ

F
H
。

開
腹
術
。
「
ボ
ー
ル
」
大
ノ
蓮
臆
ガ
廻
腸
腸
間
膜
内
昌
在
P
タ
p
。
切
除
術
。
治
癒
。
恐
ラ
ク
腸
捻
鱒
ヲ
起
シ
9
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。

盟
〔
甲
山
口
E
Z〕
｜
｜
十
五
歳
。
男
。
従
来
時
々
後
作
的
品
下
腹
部
品
痔
痛
性
ノ
腫
張
ヲ
由
来
セ
ル
モ
数
分
後
Z

ハ
「
グ
ル
音
L

ト
共
＝
一
服
務
ハ
消
失
シ
、
何
等
ノ
症
状
モ
浸
サ
ザ
ル
ヲ
常

ト
セ
リ
。
開
腹
術
。
腸
間
膜
内
ユ
大
ナ
ル
裏
腹
ア
p
。
脊
柱
＝
ー
陶
へ
ル
翠
ア
P
9
p
。
切
除
術
。
品
川
癒
。
豪
壁
ハ
十
二
腸
ノ
構
造
ヲ
曇
シ
オ

F
タ
リ
。

m
q
g
S
F
E
Pロ
ロ
〕
｜
｜
七
歳
u

男
。
平
生
ヨ
リ
俊
秘
ノ
傾
向
ア
P
F
P
。
突
然
瞳
吐
腹
痛
ア
P
テ
金
腹
膜
炎
ノ
症
状
ヲ
墨
シ
来
り

9
H
。
剖
検
。
「
ミ
ル
ク
コ

1
ヒ
」
様
、
繋
7
混
ズ

ル
腹
水
ア
p
g
p
。
空
腸
腸
間
膜
ノ
爾
側
て
腔
ノ
交
通
セ
ル
林
檎
貧
大
、
一
見
二
個
ノ
裏
腹
ノ
知
キ
叡
ヲ
曇
セ
ル
裏
腹
ア
H
F
P
。
菰
腫
及
腸
猿
爾
者
＝
穿
孔
ヲ
認
メ

9
リ。

M

〔H
H
G
2色
｜
｜
二
十
三
歳
。
女
。一一一
日
以
前
ヨ
リ
排
便
ナ
夕
、

病
痛
ヲ
伴
ヒ
タ

p
。
腸
閉
塞
、
腹
膜
炎
ノ
症
状
ノ
モ
ト
＝
死
亡
セ

p
。
剖
検
ゅ
腹
膜
炎
ア
P
キ
。
廻
腸
最
下
端
、

腸
間
膜
内
ノ
誕
臆
ガ
右
小
骨
盤
股
内
品
在
リ
タ
p
o
腸
ハ
此
部
一
一
テ
捻
締
シ
オ
U
Y
9
p
。

M
W

〔の
E
U吋
〕
｜
｜
十
一
歳
。
女
。
五
歳
ノ
頃
後
作
的
＝
曜
吐
及
腹
痛
ア
リ
キ
。
突
然
必
痛
及
暇
吐
7
起
シ
由
来
レ
リ
。
右
季
肋
部
一
一
濁
音
、
陸
痛
ア
ル
モ
抵
抗
ハ
何
虎

一一
モ
鯖
知
ス
ル

能
川
ザ
り
キ
。
開
腹
。
腸
輸
ハ
三
百
六
十
皮
捻
稼
シ
オ
リ
F
F
。
小
骨
盤
腔
内
昌
授
賞
大
ノ
絞
麗
ア
u
y
キ
。
別
出
術
。
治
癒
。

鉛

mnwggo］
（同岡田）
〕
｜
｜
六
十
二
歳
。

女
。
周
期
的
／
便
秘
ア
リ
キ
。
突
然
腹
痛
、
隅
吐
ア
リ
、
糞
臭
ヲ
幣
プ
ル
吐
物
ヲ
尚
セ
リ
。
友
骨
格
腔
内
三
腹
晴
樹
ヲ
鯖
知
セ

p
o
開
腹
。
泡

盲
排
ヨ

H
五
十
七
糎
上
方
・
腸
間
膜
附
着
都
ノ
反
省
側
二
一
雄
疹
ア
P
タ
リ
。
切
除
術
。
死
亡
。
腫
晴
樹
ハ
二
部
ヨ
り
ナ
リ
禁
状
ノ
部
ハ
腸
胞
外
＝
、
資
質
部
（
肉
腫
〉
ハ
腸
股
内
＝

i

突
出
シ
オ

リ
タ
リ
。
小
腸
ハ
此
部
ユ
於
テ
軸
捻
純
ヲ
肱
官
ミ
オ

P
B
T
リ。

明
出
〔
E
E
Z。－
w

（H）〕
l
l
i
二
十
五
歳
。
女
。
腹
水
ヲ
伶
へ
ル
腹
部
腫
蕩
。
腸
狭
窄
／
症
状
ノ
モ
ノ
ユ
死
亡
セ
リ
。
剖
検
。
腸
間
膜
附
者
部
ノ
反
封
側
一
一
直
径
十
七
纏
、

壁
ノ
厚
サ
二

隔
地
勝
股
ト
ホ
〈
遁
ア
ル
業
腹
ア
P
R
P
。
此
部
＝
テ
腸
ρ

腿
曲
シ
オ
P
9
9
。

仰

〔出口凸同阿君”】
3
1
1六
歳
ω

男
。
突
然
暇
吐
ア
P
排
係
ナ
シ
。
手
術
。
十
二
指
腸
ノ
下
方
牟
米
／
部
－
一
腎
臓
形
ノ
褒
腫
ア
p
o
是
ガ
腸
ヲ
隆
治
、
属
的
セ
シ
メ
テ
腸
ノ
不
遜
安
来
シ

ダ
ル
モ
ノ
ナ
リ
キ
。
切
除
街
ω

死
亡
。
木
嚢
腫
ハ
腸
腔
ト
交
通
ア

p
nタ
ル
＝
ヵ
、
士
フ
ズ
嚢
腫
内
容
ト
腸
内
容
ハ
全
然
別
種
＝
シ
テ
褒
内
容
ハ
「
ア
セ

ト
γ
」
臭
強
カ

F
キ。

間
円

E
S
E
E－
－
三
歳
。
男
。
時
々
菜
、
便
秘
ア
；
。
突
然
帳
吐
シ
黒
褐
色
ノ
吐
？
？
と
死
亡
。
裂
。
腹
部
長
潟
シ

7
1
4盲
考

会

四

十

等

部
ユ
大
入
手
挙
大
、
腸
間
膜
内
＝
在
H
テ
、
葬
務
ナ
ル
墜
ヲ
有
セ
札
阿
部
轟
腹
ア
P
9
P
J
腸
ハ
此
部
一
－
於
テ
屈
曲
シ
オ
P
F
P
。

加
宮
市
『
自
問
。

σ｜
｜
十
五
歳
。
女
。
四
歳
ノ
頃
ヨ
リ
周
期
的
－
－
下
腹
部
ノ
終
痛
及
ピ
傑
秘
ア

p
、
時
一
ニ
植
吐
セ

p
。
勝
ノ
上
方
二
慌
タ
ハ
レ
ル
腿
疹
ヲ
絢
知
シ

F
P
。
「
イ
レ
ウ
ス
」
ノ

症
獄
7
狭
ケ
p
。
手
術
。
上
行
結
腸
内
へ
廻
腸
重
積
シ
オ
リ
担
9
0
整
復
セ
シ
メ
テ
検
シ
ダ
ル
一
三
川
叶
叫
汁
氏
緋
内
－
一

一
一
一
纏
×
三
糎
ノ
裏
腹
ア
リ
9
p
。
切
除
、
吻
合
街
。
治
癒
。

幻
〔
田
村
〕
｜
｜
生
後
十
五
日
。
女
。
生
後
第
六
日
目
ヨ
リ
使
混
ナ
タ
一
日
て
二
回
ノ
堰
吐
ア
H
F
P
。
第
八
日
目
＝
ハ
吐
物
糞
臭
ヲ
徽
ピ
来
P
9
p
o
腹
部
膨
減
シ
螺
動
充
溢
廻

育
部
－
7
小
錦
卵
大
／
破
キ
腫
欝
7
鯖
知
シ
担

P
。
手
術
。
腫
務
ヲ
穿
刺
uv
別
出
セ
リ
。
廻
盲
部
廻
腸
／
麓
腫
ユ
シ
テ
腸
腔
内
ニ
ハ
突
出
シ
オ
－
フ
ザ
P
キ
。
死
亡
。

似
ハ
吋

E
S
E
C－
－
生
後
十
一
日
。
女
。
生
後
第
三
日
目
ヨ
リ
排
便
無
夕
、
糞
臭
7
帯
ピ
タ
ル
吐
物
7
堰
吐
セ

p
。
剖
検
。
廻
腸
下
端
、
腸
間
膜
内
品
直
経
二
・
五
綴
／
嚢
腫
ア
リ
テ

廻
腸
及
ピ
盲
腸
腔
内
エ
宥
シ
ク
突
出
シ
、
鴛
メ
ニ
ペ
引
叫
川
川
氏
地
問
ハ
著
シ
ク
緊
張
シ
居
P
9
p
。

山叫

〔肉吋
O
間
宮
＠
〕
｜
｜
生
後
二
ヶ
月
。
女
。
二
週
間
以
前
ヨ

P
便
秘
シ
、
三
日
－
二
度
位
堰
吐
ア
リ
タ
リ
。
後
吐
物
ハ
糞
臭
ヲ
帯
ピ
来
p
、
腹
部
膨
満
シ
来
P
F
P
。

臆
蕩
こ
臨
床
上

第
五
容

r-、
E毎

康
L」

盛

一
三
二
七

〈
第
六
貌

一
四
＝
一）



第
五
巻

F『

趨

康
‘d 

盛

一
三
二
八

（
第
六
貌

一
四
四
〉

詮
明
ス
ル
能
ハ
ザ
リ
キ
。
手
術
。
一
、
人
工
院
内
造
設
街
。
二
、
切
除
街
。
失
胤
死
ω

右
腸
骨
寓
内
、
判
別
刷

l

川
氏
妹
三
近
接
シ
テ
、
腸
間
膜
附
肴
部
F
反
封
側
？
白
色
凶
曙
卵
大
／
嚢
腫

ァ
，
テ
著
シ
タ
腸
腔
内
？
突
出
同
シ
オ
リ
9

F
。

Mm
門

Z
S
E
u
l－
十
歳
。
男
。
廻
盲
部
／
議
及
ピ
抵
抗
。
手
術
。
．
ハ
ウ
ヒ
ン
氏
号
距
ル
十
糎
上
方
長
卵
大
／
嚢
腹
ア
リ
テ
腸
間
膜
望
都
／
反
臨
調
側
主
シ
、
腸
腔
及
ピ
衆

膜
側
爾
側
品
突
出
シ
オ
リ
テ
腸
腔
ヲ
狭
パ
メ
オ
F
9
9
0
切
除
艦
問
。
治
癒
。

問

〔

W
F個
師
。
〕
｜
｜
生
後
六
日
。
男
。
生
後
二
十
四
時
間
後
絡
色
ノ
液
ヲ
酬
明
吐
シ
、
乳
ヲ
縁
取
セ
ザ
リ
キ
。
左
腹
側
Z

林
檎
賓
大
ノ
腫
癖
7
網
知
シ
タ
リ
。
開
腹
。
幽
門
ヨ
9
八
十
五

輝
、
パ
ウ
ヒ
シ
氏
務
ヨ

F
八
十
樋
ノ
部

za卵
大
／
嚢
腫
ア

p
、
裏
腹
ノ
南
側
－
一
於
テ
腸
管
ハ
育
館
目
ヲ
形
成
シ
オ

P
9
p。
腹
膜
炎
／
痕
跡
ρ

認
メ
ザ
リ
キ
。
人
工
紅
門
造
設
街
、
同
時

品
目
別
出
術
。
死
亡
。

明

2
E
E－
－
四
歳
ω

男。

Z腹
部
膨
滴
品
メ
り
。
突
然
腹
痛
、

E及
ピ
器
ア

p
、
票
後
八
日
－
一
シ
テ
死
亡
シ

3
。
剖
検
。
腹
腔
ノ
下
す
占
ム
ル
大
ナ
ル
卵

図
形
／
憂
慮
ガ
刈
州
叫
川
氏
曲
解
ノ
直
上
、
腸
間
膜
内
＝
ア
F
テ
腸
－
一
肉
へ
ル
釜
ア
9
9
p
。

m
p
zロ
宮

P
E－
－
生
後
五
ヶ
月
。
女
。
腸
重
積
疲
。
手
術
。
治
癒
。

四

〔

E
g
m
gロ
〕
｜
｜
腸
重
積
症
。
廼
盲
都
－
－
腸
腔
ト
突
情
聴
ア
ル
恋
臆
ア
P
9
9

ω
〔百ニ－
e
F
F〕
｜
｜
長
サ
四
複
／
婆
腫
ガ
小
腸
腸
間
膜
内
昌
ア

p
、
腸
閉
塞
ヲ
惹
起
シ
タ

p
。
手
術
。
死
亡
。

ω
〔
民
主

F
当
・
〕
｜
｜
四
十
歳
。
廻
育
部
ノ
嚢
腫
。
別
出
。
治
癒
。

“

出

門

H
V
E
F
〕
｜
｜
小
児
。
食
思
不
振
、
便
秘
、
暇
吐
プ
来
シ
途
孟
「
イ
レ
ウ
見
」
／
症
状
ヲ
曇
シ
来
H
9
9
。
瀦
腸
セ
ザ
レ
パ
排
便
ナ
カ
P
キ
。
腹
部
膨
満
シ
、
心
廿
岡
部
、
府
下
、
右
肝

臓
下
及
ピ
左
李
肋
下
－
－
援
鹿
機
鷹
市
街
ヲ
鯛
知
シ
タ

p
。
開
放
シ
テ
診
断
ヲ
確
カ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
P
シ
カ
ド
、
恐
ラ
タ
腸
郡
豊
腫
ナ
F
シ
ナ
ル
ベ
シ
。

加
担
〔
松
岡
〕
｜
｜
一
－
一
十
八
歳

d

女
。
四
ヶ
年
以
前
第
一
回
／
分
娩
ア
リ
キ
、
ソ
／
後
腹
摩
ヲ
加
フ
ル
ト
キ
叉
ハ
歩
行
見
ル
時
瞳
胴
／
下
方
ニ
腫
張
ヲ
来
シ
、
之
一
一
指
竪
ヲ
加
7

レ
パ
消
失

見
ル
ヲ
常
ト
セ

p
。
「
へ
ル
－
一
ア
」
根
治
手
術
。
「
へ
ル
晶
ア
」
内
容
ハ
椀
豆
大
／
糞
腫
ナ
P
キ
。
嚢
叫
浩
司ハ
小
腸
／
構
造
ヲ
有
セ

p
。

考

察

－
、
強
生
ノ
機
韓
国
立
就
テ

叙

上

ノ

余

ノ

経

験

シ

タ

Y

一
例
A

廻
腸
最
下
端
由
一
位
ジ
腸
膝
内
ニ
強
ク
突
出
セ

Y

一
室
一
個
ノ
嚢
腫
－
一
ヨ
リ
ア
腸
睦
ノ
閉
塞
ヲ
来
シ
「
イ
レ

タ
ス
」
ノ
症
扶
ヲ
呈
ジ
タ

Y
モ
ノ
ユ
ジ
ア
、
廻
腸
横
行
結
腸
側
々
吻
合
術
ヲ
行
ヒ
腸
閉
塞
ノ
症
斌
ヲ
除
ク
コ
ト
ヲ
得
タ

Y
毛
、
術
後
急
性
胃
潰

張
ノ
症
航
ノ
モ
ト
ュ
死
ノ
轄
蹄
ア
ト

9
タ

Y
毛
ノ
ナ

9
0

此

嚢

腫

壁
A

銃
－
一
一
瀬
微
鏡
的
所
見
ノ
保
下
－
一
一
於
ア
記
載
シ
タ
y
d
N
如

ク

小

腸

ノ

定

型
的
ノ
構
造
ヲ
示
ス
。
郎
チ
図
。
岳
ノ
所
調
車
純
性
腸
嚢
腫
ナ

y
。
而
－
ア
其
ノ
腸
管
－
一
封
ス

Y
位

置
A

比

較

的

稀

有

ナ

Y
例
－
一

一属
ス

Y
腸

管

雨



筋
層
内
ニ
在
リ
タ

y
。

所
謂
箪
純
性
腸
嚢
腫
ノ
費
生
－
一
開
ジ
ア
A

肱
－
一
記
載
シ
タ
y
d
p
如
ク
、
問
。
喜
一
一
蹴
ノ
腸
ノ
異
常
側
方
附
風
物
殊
ニ
メ
ゥ
ケ
Y
氏
憩
室
ヨ

9

生
ズ

Y
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
u
y

設
ト
、

F
E
g
一
一
蹴
ノ
臨
芽
迷
入
設
ヲ
稀
フ

Y
モ
ノ
ト
ノ
二
説
ア

9
。
。
。
］
5
0
2
A
前
者
ヲ
以
ア
線
－
プ
ア
説
明
セ

ン
ト
ジ
、

2
2
2・
A

後
者
ヲ
以
ア
総
－
ア
ヲ
説
明
セ
シ
ト
セ

y
。

文
献
ヲ
按
ズ
U
Y

ニ
腸
嚢
腫
A
廻
腸
ノ
下
端
－
一
ア
通
常
メ
ッ
ケ

Y
氏
憩
室
ノ
存
ス

Y
部
位
－
一
在
Y
モ
ノ
ガ
群
ヲ
抜
キ
ア
多
ク
、
第
一
位
ヲ
占
メ

オ

Y

コ
ト
。
及
ピ
腸
嚢
腫
ノ
約
竿
敷
－
一
一
於
－
ア
ミ
腸
間
膜
附
着
部
ノ
反
封
側
－
一
在
M
F

コ
ト
。
殊
－
一
此
部
－
一
於
ア
或
A

腸
管
ト
茎
ヲ
以
ア
蓮
絡

シ
、
或
A
腸
膝
ト
交
通
ア

Y
腸
嚢
腫
ノ
稀
ナ
ラ
ザ
Y

コ
ト
ヨ

9
考
フ
レ
バ
、
此
等
ノ
勝
嚢
腫
A
隣
腸
管
ト
緊
密
ナ

Y
聞
係
ア

Y
ヲ
思

A
ジ
ム
。

殊
ニ
興
味
ア

Y
A
腹
壁
－
一
存
ス
U
Y

腸
義
腫
－
一
シ
ア
此
等
A
常
－
一
一
瞬
ノ
附
近

－一
ノ
ミ
局
限
シ
ア
接
見
セ
ラ
レ
、
未
ダ
其
ノ
他
／
腹
壁
部
－
一於
ア
接

見
セ
ラ
レ
タ
M
F

例
ヲ
聞
カ
ズ
。
是
レ
郎
チ
此
等
腸
嚢
腫
ガ
瞬
腸
管
ノ
残
存
物
ヨ
？
生
ジ
タ
Y

毛
ノ
ナ

9
ト
ノ
一
確
謹

－
一
シ
ア
、
若
ジ
隣
腸
管
残

存
物
ヲ
以
ア
説
明
ス

Y

コ
ト
無
ク
、
臨
芽
ガ
迷
入
シ

ア
生
ジ
タ
U
Y

モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
レ
バ
、
此
等
ノ
勝
嚢
腫
A

腹
壁
ノ
何
慮
ノ
部
－
一
両
党
生
ジ
ア
モ

可
ナ
U
F
J
ベ
ク
、
何
故
－
二
定
ノ
部
－
一
ノ
ミ
局
限
シ
ア
接
見
セ
ラ
Y

、
ヵ
説
明
ス

Y
能
A
ザ
Y
所
ナ
リ
。

他
方
ニ
於
－
プ
腸
嚢
腫
ノ
約
二
十
四

%
A
二
佃
以
上
ノ
一
裳
腫
ア
有
ス
。
マ
タ
同
自
巳
ロ
的
／
例
ノ
如
ク
腸
間
膜
内
－
二
位
9
4
7
廻
腸
ノ
殆
ン
ド
全

長
三
旦
叫
ノ
ア
存
ス

Y
腸
嚢
腫
ア
リ
ノ
。

k
r
Z
2
2
ロ
ノ
例
ノ
如
ク
回
阿
部
－
一
存
ス

Y
モ
ノ
ア

y
。同
し2
2
及
ロ
主
｝
ニ
ロ
）
ノ
例
ノ
如
グ
胸
廓
内
ニ
在

Y
毛
ノ
ア

9
0
此
等
異
常
ノ
位
置
及
ピ
多
数
ノ
嚢
腫
ノ
存
在
ス

Y

コ
ト
ヲ
勝
腸
管
ノ
残
存
物
ノ
ミ
ヲ
以
ア
説
明
セ
ン
ト
ス

Y
A
蓋
シ
同
難
ノ

事
ニ
属
ス
。
亦
夕
刻
汁
列
川
氏
憩
室
A

殆
ン

3

ド
常
－
一
腸
ノ
腸
間
膜
附
着
部
ノ
反
掛
側
－
一
在

2
7腸
間
膜
側
一
一
在
Y

コ
ト
A

稀
ナ
リ
ノ
。
然
Y

－一
腸

間
膜
内
ニ
ア
Y
腸
嚢
腫
A

『

c
E
2・
ノ
報
告
ノ
ミ
－
一
ア
モ
巳
ニ
二
十
五
例
ノ
多
キ
ア
数
フ
。
此
ノ
メ
｜
パ
引
川
氏
憩
室
ガ
腸
間
膜
側
－
一
存
在
シ
得

y
ト
言
フ
稀
有
ナ

Y
事
質
ヲ
敷
街
シ
－
プ
、
甚
ダ
屡
々
、
、
、
U

’腸
間
膜
内
腸
嚢
腫
ノ
費
生
ヲ
説
明
セ
ン
ト
ス
U

F

A

妥
営
ナ
ラ
ザ
Y
ペ
ジ
。

此
等
ノ
腸
嚢
腫
A

勝
「
ア
ン
ヌ

1
グ
」
ガ
側
方
－
一
於
ア
技
据
セ
－
フ
レ
ア
生
ジ
タ
Y

モ
ノ
又
A

肱
芽
ノ
迷
入
ニ

ヨ
y
eプ
生
ジ
タ
Y

毛
ノ
ト
理
解

ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
w
y

ペ
ジ
。
此
内
腸
間
膜
内
ニ
在

y
且
ッ
腸
腔
ト
交
通
ア

Y
毛
／
、
例
ヘ
バ

同
三一戸

（同］）

ノ
例
ノ
如
キ
、
或
A

腸
ノ
方
向

ニ
向

第
五
品
せ

F園、

臨

床

盛

一
三
二
九

〈
第
六
時抗

一
四
五
）



第
T
1
港

，....、

臨

床
‘」

盛

。
〈
第
六
蔵

一
四
六
）

ツ
ア
ル
民
ヲ
有
ス
Y

モ
ノ
、
例
ヘ
バ

担
セ
ラ
レ
，
プ
生
ジ
タ
Y

モ
ノ
ナ
w
y

ペ
シ
。

叉
、
】
E
N－－L
一
円
ノ
例
ノ
如
ク
薦
骨
ノ
後
方
部
－
一
在

y
－
プ
、
大
腸
ノ
構
造
ア
有
ス
wy
d
N

加
キ
腸
護
腫
A

、
大
腸
ガ
薦
骨
孔
ヨ
リ
ノ出
デ
校
拒
謹

断
セ
－
フ
レ

e

ア
生
ジ
タ

y
ト
説
明
ス
M
Y

ヨ
P
A
寧
ロ
膝
芽
迷
入
－
一
ヨ

y
テ
’生
ジ
タ
リ
ト
理
解
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
Y

ペ
ジ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

叙
上
ノ
理
由
ヲ
以
－
プ
余
A

所
謂
翠
純
性
腸
川
被
腫
ノ
費
生
－
一
関
シ
ア
A

、
勝
腸
管
ノ
礎
存
物
－
一
由
来
ス
Y

モ
ノ
、
脱
「
ア
ン
ラ

1
グ
」ガ
側
方

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ニ
於
－
プ
校
拒
セ
タ
レ
ア
生
ズ
Y

モ
ノ
及
ピ
郎
芽
ノ
迷
入
－
一
ヨ
ツ
ア
・
来
レ
グ
’
毛
ノ
、
此
ノ
三
者
ア

9
ト
信
ズ
。

縦
ツ
ア
余
ノ
例
－
一
就
ア
之
ヲ
ミ
Y

二
、
腸
嚢
腫
ノ
位
置
A

廻
腸
ノ
最
下
端
－
一
ア
w
y

毛

F
E
E
ZE
－
一
ヨ
レ
バ
メ
ッ
ケ
Y
氏
憩
室
ノ
存
在
ジ
得

y
部
ニ
ア

9
、
而
モ
嚢
皆
ノ
構
造
タ
Y
ャ
臨
茅
迷
入
－
一
ヨ
リ
ア
生
ジ
タ
Y
嚢
腫
ト
理
解
ス
Y

－一
A

ア
マ
リ
ニ
定
型
的
ノ
小
腸
ノ
構
造
ヲ
呈
ス
。

恐
ク
ク
麟
腸
管
ノ
残
存
物
ヨ
リ
ノ
生
ジ
タ
Y

毛
ノ
ナ
U
F

ペ
ジ
。

出
O
告
白
ロ

2
u
HE

E
4

』

CHE
F】
及

F
LHよ
さ
・
ノ
例
ノ
如
キ
モ
ノ
A

腸
「
ア

ン
ラ

1
グ
」
ガ
側
方
－
一
一
於
－プ
校

二
、
診
断
、
治
療
反
橡
後
Z
就
テ

、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、

甚
ダ
稀
有
ナ
U
Y

疾
患
ナ
グ
ヲ
以
ア
開
腹
術
ヲ
行
ア
コ
ト
無
ク
シ
ア
診
断
ヲ
下
ス
コ
ト
A

概
、
不
困
難
ナ
9
。
唯
乳
児
叉
川
小
児
ニ
シ
ア
先
天
性

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．． 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ト
思
惟
す
M
Y

ペ
キ
慢
性
便
秘
ア
p
b
y
y
毛
ノ
ガ
他
ニ
確
定
的
ノ
原
悶
ナ
ク
シ
，
プ
「
イ
レ
ヲ
ス
」
ノ
症
朕
ヲ
呈
シ
来
9
タ
u
y

際
、
殊
－
一
腸
嚢
脆
ノ

、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、

好
綾
部
位
ナ
w
F

廻
腸
ノ
存
ス
U
F

下
腹
部
－
一
炉
、
－
プ
腫
腸
ヲ
鯛
知
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
タ
ル
際
－
一
A

、
其
病
因
ト
シ
ア
腸
嚢
腫
ヲ
モ
考
慮
セ
ザ
U
Y

ペ
カ

ラ
ズ
。
類
別
診
断
上
－
一
A

勿
論
他
ノ
脆
湯
ト
ノ
阪
別
岡
難
ナ
レ
ド
モ
…
慢
性
腸
重
積
症
ト
ノ
阪
別
モ
亦
タ
困
難
ナ
9
0

薩
置
A

外
科
的
手
術
－
一
ヨ
U
F

ノ
外
無
uv
。

「
ィ
レ
タ
ス
」
ヲ
起
シ
タ
Y

モ
ノ
ニ
腸
嚢
腫
ノ
切
除
術
又
A

別
出
術
ヲ
試
ミ
タ
Y
症
例
－
一
就
ア
ミ
Y

－一

D
5
5乙
（
六
十
二
歳
）
、

目＝
三
E
dv｝

戸
戸

（
六
歳
）
、

F
2
0
（
生
後
六
日
）
、
田
村
（
生
後
十
五
日
）
、
出

Z
角
（
四
歳
）
、
出
O
L
E
唱
え
四
歳
）
、
冨

E
p
h・
ノ
各
例
議
ク
死
ノ
轄
蹄
ヲ
ト
9

オ
レ

9
0
同
E
m
u－
由
（
生
後
二
ヶ
月
）
A

先
ヅ
人
工
虹
門
造
設
術
ヲ
施
シ

一
時
ノ
念
ヲ
救
ヒ
、
然
Y
後
初
除
術
ヲ
行
ヒ
、
良
結
呆
ヲ
期
待
セ
シ
メ

タ
w
F

毛
不
幸
－
一
シ
－
プ
失
血
死
ヲ
招
致
シ
タ

9
0

。「α＝
∞
『
（
十
一
歳
）
ノ
例
A

刻
出
術
司
ノ
行
ヒ
治
癒
セ
シ
メ
タ
Y
唯
一
ノ
例
ノ
如
ジ

0
3
z官
三



（
十
歳
）
、
∞
古
・
5
mc｝
（
十
五
歳
）
、

p，E
E，
門
戸
（
十
五
歳
）
、
J

々
E
Z（
四
歳
）
、

A

切
除
術
ヲ
行
ヒ
治
癒
セ
シ
メ

タ

y
ト
雄
、
此
等
A

轟
様
突
起

炎
様
マ
タ
A

腹
部
腫
蕩
ノ
症
朕
ノ
モ
ト
ニ
、
或
A

接
作
休
止
期
－
一
手
術
ヲ
行
ヒ
タ
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
「
イ
レ
ウ
ノ
ス
」
ノ
痕
朕
ノ
モ
ト

ニ
手
術
ジ
h
p

y
モ
ノ
－
一
刀
非
ザ
Y
ナ
η
ノ。

余
ノ
例
－
一
一
於
ア
A

廻
腸
横
行
結
腸
側
々
吻
合
術
ヲ
行
ヒ
タ
Y

ニ
一
過
ギ
ザ
Y

号
、
前
不
快
ナ
Y
術
後
A

一
品
性
胃
瞭
張
痕
ヲ
惹
起
シ
、
此
ノ
混
メ
－
一

死
ノ
轄
蹄
ヲ
ト

y
タ

y
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

是
ヲ
以

4

プ
是
ヲ
ミ
レ
バ
腸
ノ
遇
、
過
障
擬
ヲ
惹
起
セ

Y

腸
嚢
腫
一
一
封
シ
ア
コ
殊
－
ご
ノ
レ
ガ
乳
児
及
ピ
幼
児
－一
於
ケ
Y
場
合
－
一
於
－プ
A

手
術

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A

逮
カ
ナ
U
F

ァ
貴
プ
ペ
ク
、
腸
嚢
腫
y
v
自
健
A

良
性
ナ
Y

7
以
－
プ
、
先
グ
人
工
旺
門
造
設
術
叉
A

腸
々
吻
合
術
ヲ
蓮
カ
ェ
行
フ
ニ
止
メ
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、

腫
腸
ノ
切
除
叉
A

刻
出
A

二
・
次
的
ニ
之
ァ
行
プ
ヲ
原
則
ト
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
思
惟
ス
。

議
後
ハ
電
篤
ナ
M
Y

痕
朕
ヲ
呈
セ
ザ
Y

毛
ノ
A

一
般
－
一
可
良
ナ

7
0
「
イ
レ
ヲ
ス
」
又
A

腹
膜
炎
等
ノ
症
版
ヲ
呈
セ
Y

モ
ノ
A

一
般

「
イ
レ
ヲ

ス
」
、
腹
膜
炎
等
ノ
輪
開
後
－
一
準
ズ
。
但
ジ
抵
抗
薄
弱
ナ
Y
乳
児
、
小
児
－
一
多
ク
ミ

Y
ヲ
以
ア
死
巳
宰
A

比
較
的
大
ナ
Y
7
7
ヌ
カ
レ

ズ。

糟、

揺

生
後
ニ
ヶ
月
ノ
男
児
。
廻
腸
末
端
ニ
在

y
シ
先
天
性
嚢
腫
d
u

「
イ
レ
ヲ
ス
」
ノ
原
因
ト
ナ

y
J
V
ニ
廻
腸
横
行
結
腸
側
々
吻
合
術
ア
行
ヒ
腸

閉
塞
ノ
症
朕
ヲ
除
去
シ
タ
Y

屯
術
後
急
性
胃
慌
張
症
ヲ
来
シ
、
術
後
三
日
ニ
ジ
ア
死
ノ
轄
蹄
ア
ト
9
タ
Y

一
例
ヲ
経
験
セ

y
。

該

嚢
脈
A

定

型
的
ノ
小
腸
ノ
構
造
ヲ
ロ
王
シ
、
腸
管
筋
層
内
二
位
置
セ

y
。

本
奨
腫

A
Fみ
一戸
ノ
所
謂
軍
純
性
腸
嬢
腫
ナ
ソ
。

所
前
山単
純
惜
腸
護
服
ノ
費
生
－
一
関
シ
ア
A

麟
腸
管
一
一
関
係
ア
Y

毛
／
、
腸
「
ア
ン
ラ

l
グ
」
ガ
側
方
＝
於
ア
佼
据
セ
ラ

v
eプ
生
ズ
Y

モ
ノ
及

ピ
内
応
葉
ノ

wm芽
迷
入
シ
ア
生
ズ
Y

モ
ノ
、
三
者
ア
U
Y

ペ
ジ
。

余
ノ
経
験
セ
U
Y

腸
裳
腫
A

恐
一
プ
グ
隣
腸
管
ノ
残
存
物
ヨ
リ
ノ
生
ジ
タ
Y

モ
ノ
ナ

．Y
ペ
シ
。

甚
ダ
稀
有
ナ
u
y

疾
応
ナ
U
F

ア
以
ア
開
腹
術
ヲ
行
ア
コ
ト
ナ
ク
ジ

a

プ
診
断
ア
下
ス
コ
ト
A

概
ヰ
困
難
ナ
リ
。

唯
グ
乳
児
又

川
小
児
－
一ジ
ア
先

第
五
念

「可

臨

床

盛

（
第
六
時
出

一
凶
七
）



第
五
各

F『

臨

床
"-' 

盛

一一一一
一一
（
第
六
時
抗

一
内
八
）

天
性
ト
思
惟
＋
ノ
グ
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Zusammenfassung. 

Es handelt sich um eine angeborenen Zyste des Dunndarmes, die bei einem 2 Monate alten Saugling zum 

Darmverschluss gefuhrt hatte. Durch Ileocolostomie wurden die Verschlussbeschwerden beseitigt, aber der Patient 

starb nach 3 Tagen an akuter Magendilatation. 

Autopsie hatte stattgefunden. 

Am  untersten Teil des Ileum fand man einen huhnereigrossen Tumor. Gegen die Serosa hin prominierte der 

Tumor nur gering ; dagegen bemerkte man nach Eroffnung des Darmes, class die Geschwulst sehr stark gegen das 

Lumen des Ileum sowohl, als auch gegen das Coecum hin hervorragte, wodurch die komvex gegen das letztere 

gewolbte Bauchin’sche Klappe straff gespannt wurde. Die Lichtung des Ileum war in ih1でrganzen Ausdehnung 

erheblich verengt und gestattete nur mit Not die Einfuhrung der Sonde, welche kaum in den Dickdarm vorgeschoben 

werden konnte. Die Geschwulst selbst, im Bereich des Mesenterialansatzes des erwahnten Stuckes be日ndlich,filhlte 

sich prall an und enthielt ca. 10 c.cm. gelblicher, schleimiger, leicht getrlibter, fadenziehender und neutr山’eagierender

Flussigkeit. 

Sedimente : rote Zellen, weisse Zellen und spii.rliche lichtbrechende Iふ r日chen enthaltende epithelartige Zellen. 

Zylinderzellen, Haare und Cholesterinkrystalle waren nicht nachzuweisen. Die Zyste sass intramural zwischen Langs-

und Quermuskulatur des Darmes. Ihre ＼九Tand bestand abgesehen von den ι1亡m Darm angehδrigen Schichten aus ein巴r 

doppelten Schichtγon glatten I、1usl王ur uren (I孟ngs- u吋 querlaufenden),einem lockeren, submukiisen Bindegewebe, 

einer Muscularis mucosae und einer einschichtigen Zylinder Epithel, die sich in Form von drusenartigen Ausbuchtungen 

dargestellte. 

Histologische Diagnose：ー einfachesEnterokystom. 

An die .l¥foglich1母 it,class ein Enterokystom in Frage kommt, muss man besonders in solchen F:1!Ien denken, wo 

eine Darmokkulsion bei kleinen Kindern oder jungen Leuten uberhaupt zur Entwicklung gelangt, zumal wenn schon 
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seit der Geburt Zeichen von chronischer Verstopfung bestanden haben und man also auf die Anamnese einer kongeni 

talen St心Iung hingewiesen wird. Diese Diagnose gewinnt dann vie! an ¥¥rahrscheinlichkeit, wenn man im untcren-

Tじildes Bauches, am gewohnlichen Sitz dieser Tumoren im unteren Ileum, einen Tumor palpieren kann. 

Fur die Entstehung der sogenannten einfachen Enterokystom nehme ich 3 Miiglichkeiten an, d.h. Enterokystome 

aus dem Reste des Ductus omphalomesentericus, aus de日 seitlichen Abschnlirungen der Darmanlage und aw; den 

fotalen Keimversorenaunσ巴naus dem Entoderm. t' b 5 

Bereffs der Genese des hier beschrたbenenEnterokystom nehme ich an, dass dies in Folge einer unregelm治 sig

fortschreitenden Involution des Ductus omphalomesentericus, aus persistie陀 nden Resten dieses Ganges sich entwickelt 

habe. 

Die Prognose der Entピrok）’stome ist nicht unglinstig, wenn dieselben gar keine schwere klinischc Erscheinungen 

aufweisen. Sie kann dann ungtinstig werden, ＂叩 1n Passagestらrungenvon seiten des Darmes auftreten und wenn zu 

spat eingegri仔e11＇＇廿d.

Als Therapie kann 1iur chirurgische Behandlung in Frage kommen. Falls es sich um Symptome des Ileus handert, 

insbesondere bei kleine口 Kindern,ist es bezi.iglich der Operation ratsam, zuerst den kunstlichen After, oder h心chstens

die Enteroanastomose auszufLihren uild mehrere Tage danach die Resekti-on vorzunehmen. 

Literatur. 

I) Anderson, B.: Multiple cysts of stom:i.ch and small intestines. Brit. med. journ., 1898, I, p. 426. 2) B晶ttle,W. H. : Cysts "f ~mall 
intestine. Brit. med. journ., 1885, I, p. 839. 3¥ Bauer,A.: Ueber mesenteriale und retroperitone:i.le Cy詰ten.Bru口語’ Beitr., HllO, Bd. 70. S. 82!!, 

4) Braun: Zit. n. Staemmler. 5) Braun-Wortmann: Der Da口nver日hluss.Berlin, 1924. 6) Br加rund Weigert: Zit. n. Roth・
7) Buchwald, A.: Ueber Darmzysten (Enterokyst古田e)als Ursache eines kompleten Darmve四chluss.Deutsche Med. V¥'ochenschr., 1887, Nr. 40, S. 868. 

8) Buzzi : Ueher einen Fall ¥'On拍 gebor，凶enemDivertikel des J吋unums.Virchow’S Arcbiv, 1885, Bd. 100, S. 357. 。）Colmere, F.: Die 
Enterokystome und ihre chirurgische Bedeutung. Archiv f. !din. Chir., 1906, Bd. 79, S. 132. 10) Dittrich: Zit. n. Quensel, Colmers un<l Gfeller. 

11) Dush: Zit. n. Colmers. 12) Forster: Ueber genuine Zysten des Mesenteriums. Bruns’Beitr., 1921, Bd. 124, S. 116. 13) Fraenkel, 



E. : Ue¥Jer Zysten im D:irml、ma!.Vi』rehow’s Archiv, 1882, Bd. 87, S. '.l75. 14) Frohlich: Zit. n. Colmers. 15) Gfeller, L.: Beit r：九•g

zuT Kenntnis <ler angeborenen Darmzysten. Deutsche Zeitschr. f. Chir., 1902, B<l. 65, S. 330. 16) Hansson, A. : Ein Beitrag zur Kasuistik rler 

F.nterokystome. Hygiea, 1917, Bd. 7<J. Ref. in Zbl. f. Chir., 1918, Nr. 35, S. 623. 17) Hedinger: Kasuistische Beitrage znr Kenntni討 der

Abdominalzysten. Virchow’s Archiv, 1902, Bd. 1G7, S. 20. 18) Hendee, L.: Ein Fall von Meckel'schen Diveitil；、elungewohnlicher Art. Bruns’ 
Beitr., 1904, B<l. 42, S. 542. l<J) He且ning,C. : Cystis int<'Stinali,, cystis citra oesophagmn bei cinem Neugeborenen. Zbl. f. Gynakologie, 1880, 

)fr. 17, ~. 398. 20) Rueter: Beitrag zur Kenntnis der angeborenen Darmgeschwulste. Ziegle内 Beitr.,1896, Bd. 19. S. 3<Jl. 21）玄leinhans:

Zur Lehre、。nden prilperitonealen Tnmoren. Prager med. Wochenschr., 1907. Ref. in Zbl. f. Chir., 1908, Nr. 3, S. 87. 22) Kostlivy, ~. : 

Aetiologie und Kasuistik der Mesenterialcysten. DeJtsche Ze1tochr. f. Chir., 1908, Bd. 91, S. 351. 2;;) Krogius, A.: Udier das sogenannte 

einfache Enterokystom und seine Bedeutung als Ursache 1・c・n Dannverschlu日 Zeitschr.f. ldin. Med., l<J03, Bd. 49, S. 53. 24) Kulenkampf, D. : 

Ein Fall von Entero］；、ystcm.Tod durch Darmverschlingung. Zbl. f. Chir., 188:1, Nr. 42, S. 67<J. 20) Kuzmik, P. : Ein Fall von D』 llll}'Ste

(Enterokystom) in der Sakralregion. Deutsche Zeitschr. f. Chir., 18<J5. Ref. in Zbl. f. Chir., 1895, Nr. 42, S. 975. 26) Leuss: Zit. n. Staemrnkr. 

27) Lundma.rk,R.: Beitrag zur Kenntnis van Darm- und Mesenterialcysten. Nord. Med. Ark., 1918. Ref. in Zbl. f. Cl1ir, 1919, Nr. <J, S. 171. 

28) Matsuoka, M. : Uber einen Fall von Nabel-Hernia veru目achtdurch eine Dottergangseyste. Deutsche. Zcitschr. f. Chir., l<JOS, Bd. 91, S. 189. 

:?!l) Mintz: Zit. n. Colmers. 。。） Morton: Zit. n. Colme・s. ;n) Miiller, R.: Zit. n. Forster. 32) Muller, W. : Zbl. f. Chir. 

Knngrcssteil, 1898, S. 147. :33) Nasse: Ein Fall von Enteroky>t《＞m.Archiv f. !Jin. Chir., 1893, Bd. 45, S. 700. :34) Neupert: Fall 

von Enterokystom. Zbl. f. Chir, l<JlO, Nr. 20, S. 714. il5) Prichard: Case of mesenteric cyst. Bristol med.-chir. joum., l!J03. Ref. in Zbl. f. 

< :hir., 1905, Nr. 5, -S. 135. 36) Pueschmann: Ein Fall nm Enterokystom. Deutsche Z引tschr.f. Chir., 1904, Bd. 72, S. lO<J. 37) 

Q.uensel, U.: Beitrilge zur Kenntnis dcr angeborenen Darmgescl111 illste. Nord. Mccl. Ark. 1898, Nr. 30, S. 1. 38) Raesfeld: Zit. n. Colmers 

und Gfeller. 39) Rimbach: Zit. n. Colmers. 40) Roegner,G.: Ein Enterokystom des Mesenteriums und Netzes. Virchow's Ard1i1・, 

l!l05, Bd. 181, S. 321. 41) Rogers: Zit. n. Colmers. 42) Roser，羽f.:U..:ber Operation der Urachuscysten. Arch.ι ！din. Chir., 1877, 

Bd. 20, S. 472. 43) Roth, M.: Uebcr Missbildungen im Dcreich des Ductus omphalomcsentericus. Virch州 ”S Archiv, 1881, Hd. 86, Hft. <1, S. 

371. 44) Runkel: Zit. n. Staemmler. 45) S邑ngerund Klopp: Zit. n. Roth, Staemmler und Gfeller. 46) Schaad: Zit. n. 

Co!mers. 47) Sch為rer-Klebs: 'it. n. Roth. 48) Seeligmann : Zit. n. Quensel, Colmers uncl. Gfeller. 49) Sprengel: Eine 

angeJ:.orene Zyste der Darmwand als Ursache der Inav:::gination. Arch. f. !din. Chir., l<JOO, Bel. 61, S. 1032. 50) Staemmler: Die 

Neubiklnng des D:umes. Neue deutsche Chir. 51) Studsgaard, C.: Ueber Geschwiilste des Mesenteriums. Hυ＞pit:tls Tidende, 1804, p. 641. 

T,tf. in Zbl. f. Chir., 1895, Nr. 16, S. 403. 5'.l) 田村殴ユ：稀有ナJレいれうすノ原因・腸管嚢腫・中外留事新報．大正十二年四月，千O三十三競，四

Ti四十頁・ 53) Terrier, F. et Lecene, P. : Un nouveau cas <le kyste iuxta-intestinal. Rev. de chir., 1904, 24 ann. Ref. in Zl>l. f. Chir., HI04. 

Nr . .J.O, S. 1175. 5.J.) Tiedmann: Zit. n. Colmers, Quensel urn! Gfdler. 55) White,C.S.: M:esscnteric, enterogenous, cyst. Journ. Am. 

:¥led. Ass., 1920, vol. 74, no. 7, p. 4'10. 5G) Zumwinkel: Subkutane Dottergangscyste des Nabels. Arch iv f. klin. Chir., I8<JO, D<l . .J.O, S. 838. 

事官同~ 【濁低】 I llill！同 （植民K録 1 同I ) 


